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発刊にあたって

平成 7午}定から国防補助を受けて尖施している販のj上達跡発掘調査事業の本~}(ま，

平成10年度から平成114')交う去の発掘謝査報告書です 3

)京の辻遺跡は，中UJ鮮半島や大陸からの舶載品が注目されることマ，}..:!JH英な多活環

告示が巡ることなどから，弥生時代を通じて 支同の中心、集落で，問先走、倭人イム』にJj~

平成 9年9;-mw)史跡指定れるI司々のうち中心集結が特定できる希石の遺跡として，

を受けました。

全国有数の:#2佼を誇っており発J以前1遺跡全体のlTIl積は約lCゆヘクタ ルにも及び，

ftも計 i出i的iこ進められております(
ろの

平成10年度は石田町大I11j也灰とばノ久保八地反， P iWllTJ点地医と高原地vの訴j交を

実施しました。大川地反では初期貿易陶磁や i釘!採に混じってイスラム陶器が l点出

j !!代の也由えが泌上交通の重要士Lました。たった 1点のイスラム陶器の出!ですが，

な役割を担っていたことも改めて実感Lました またおーになどの遺憾のlJ1J: iム弥生

時代以降も長要な施設が置かれていたnJ吉町立を示峻するものでした。原地ばでは，弥

生時代中期から /~îJ，責時代前期にかけての造物が多話出!し‘日1H点がず.::-i地中ツ!との東側

こも拡がっていることが伐認されました。

平成11年度は，イi出向n自社Ji由Kときノ木地lベ 芦辺町不快地ドの調作を実施し

まLた。 遺跡の南東側の鴻にあ J三る芭ノ木地iメでは，弥生時代の遺物は~I 常に少ない

ことがわかりましfニカ三 i行uilif時代の主化居はダ主ってしミること古河在fj.とごきましと。ま

た不係地区では.昨年の船訴さ場跡水il1rt等iJ¥j兄刃先でfdEZされてv.ました柱穴や環泌

これまでの内泌がJ立が v)，大形の探ill柱建物跡が111河川に隊長して位置していたり，

や'1'濠，外濠につながる環li追えもあります。

「王陵部や↑民地郊の当時の状況がf会々に明らかこのように，紋むしした読売によって，

になりつつありますっ今後も誠脊は絞けられますが， +TJdO年にまとめられた，尽の

壱岐地主えの方々の向洋J平と御協力をいただきながら，:d二遺跡事~備法本 ~f 同l に君主づき，

ぴ〉涜uに根ざしたjTI:~!必の保有ーと iðHJ を|主!っていかねばならないと考えてし 3 ます

学術的資料として治泌され.文化財の愛護に役立て月去の辻遺跡口)発掘調奈成果が，

ていただければ幸いですコ

犬道本t木長崎県教育委員会主え育長

平成12年 3月311:l
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] 本書は，凶庫補助を受けて?一成 7年度から実施している跡、の辻遺跡発掘調資事業の平成10年度か

ら平成11年度分の発掘調査桜丘書である。

2 調査は，声辺町教育委員会と石田町教育委員会の協力を得て，長崎県教育委員会が主体となって

実施したものである。
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4 本書関係のal上遺物と|担問およじ町子真績は，長崎原教育h原の辻遺跡調公事務所に保管している。

5 本書の総編集はた楽が担当したc

6. 本書でゐ1立の去主準としたのは磁jじであるじ図ではMNの絡::j三を使用した。
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遺跡の立地と環境

壱岐島の地理的概要
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文M~灘と対鳥海峡の間に浮かび2917) í吾 r，~ をもっ，日、ノ[時代の
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壱i伎のjヒfWから対馬の南端ま r:iSJ50km，九州本{部最短凱離の佐賀県呼すこまと約26kmであり，結1)')

最it~，~げf の1+;ノフ上 (213m) からは，特に:tt大候でないかぎり，対応，糸FL 唐津，松浦，平戸方面J ま

で見itiせるc

島の雨I積 i土南北京j17km ， 1~ 也 l;}Kil1で， 134krrfの lí、与は{"È"~到の離島中第201立，対局は第 3 tv:であるコ

現在の耕地不は32(;，o，沖縄県芦吉島についで念lヰ第 2f立で，対応の2，66%と対象的とある。

?委主;志倭人伝jには「三千ばかりの家が有る。系出地もあって， [JJを釈すが，それでも食が足らぬ

ので.ここでも亦南北に市経じている iと記されているο9刊紀から 15世紀の壱岐の;J，田高]積は rlJ
木三代実録J(876) iこ水田616r (約611ha)人I.llO，689人とあり， i i主伊東諸iτ.1~:i己j にも 620.6T 約615.4

ha) と見え，耕地の少なかったことがわかる、ちなみに，現千iの水111は2.323hd田は2.203ha，人口

は約35.000人である=

2.壱岐烏の弥生時代遺跡

島内には現1I:， 1日石器から歴史時代ま C473の期政丈化財が登録され亡いる。弥'I'il;f代の遺跡l土60

1自所余りであるが，占墳時代になると，現在残っている高塚古墳だけでも264慕と圧倒的に多くなる。

ここでは局内の弥牛遺跡について概観しごみる。弥生一遺跡につながる縄文晩期終末の遺跡は現在 3

箆所で確認されている。島内最北声帯の中山之 Ivメ浦遺跡[土砂丘仁lこまれた 6、7世紀のアワピ生産

力uJ::を字体と Lた遺跡であるコ一部溺同夜にも遺物の出 iが認められるが，そのi朝間j常より夜[j式の

完形小型斐が 11関nI卜ーし式。捜約されたような状況の出 tであり前後関係ゃ周辺とのつながりも不明

である。郷ノ鴻Illj名切遺跡は縄文前期から晩期にかけとの潮間帝の遺跡であり，後期を'1'心に貯蔵t::.

が多く検出されている。潮防長?より若干 J-.7Jまった所から夜門式!器が出 Iしている c 石岡田庁全崎遺跡

は海岸に而，~た標高 5rnの砂丘に営まれた遺跡であり，やはり夜内式j 器が採集されているつこの時

!lJlの島内の遺跡に共通していることは機関脊もしくは海岸のすぐ泣くに位置しており小規模な範毘に

とどまっているということで，稲作詩吟?われていたとは苔えにくい状況にある。

壱岐における弥免時代遺跡について，地理的条('1や遺跡の性格をまとめ分類した山11麻太郎ri，遺

跡の立地を第 1~ 70')地主主;こ分¥-t ，第 1-.4地帯を第]群として，初什=単一の l霊長;文:(とであるとして

いる。武末純 もほぼこの考えにも止ってA群~C群に分類じているじ弥生時代の遺跡を地図にプロッ

トLた上で概絞してみよう c

AH-f.....原の)t;宣跡を中心とする遺跡、詳である。島内で 番長い担[足をもっ絡鉾)11:土池JUJ: 1や日の

不日!などの支流を C7オフせて内海の湾にき，向洋lこは上流から下流まご沖積干野が発達しているc 県

「でZ番目に!ムいといわれる深江川原 i土i"流に(.Ji出L，その中央にはふ支悩のql心集落であるj反のj土

遺跡が広がる。隣接して開校、遺効、と銭間違N1j;が位置するが，ともに弥長=中期初頭から中葉にかけての

墓地であり，原のj上I童j跡を構成する遺跡であると考えられる。

現11のfDi邑寄港は佐賀県呼子港と呼ばれているが，この港を見下ろす緩い斜習にz上の宮遺跡がある。

一一つー→U 
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かつてはまた拾哀や石綿菓が出:したことが伝えられてし=る ι また， この地には湧頭という地名が妓っ

ており. このあえりが f延室式J: (~:fiè きれている駅家後通の地であったと考えられ，長;[(0) 山中遺跡

の5色射言司会1においても iHJ品から裏付けられている d 原の辻遺跡のi対話l土i以lha‘ 二一ゐ重 0)濠に凶まれ

た1耳慣は24haで LJ本有数の処点集孫を形成している"

B群ーーー壱自主F可イポの裕Jiil'!:I の?漂流にあたる郷ノ浦町村[1LIl地!反で，車出1宣E与を中心とする選抜群であ

る

鉢形UJ を中心、にまこまりのある寸野部が形成さ :i1~ている υ 鉢形山頂部 l は，延久三 {f (1071年)銘

のある同重文のi骨{;製如来山像力{，lh仁した経塚と， I日犬内社で壱岐 の百と称される天 T長男村干上が

iぜリヂ 1/，歴史的にも重要な11江主主である。封、!:::f::.)宣1，;1'群は， ljl出J宣跡，戸田遺跡 回/上遺跡，大件遺跡，

!!! i j'遣問などHit[i好I)り子げられるが， ~II~ 幸三が実施されたのは車出遺跡と山中遺跡及び戸市遺跡だけど

ある。中t. it\遺跡は 1997年!軍i場整備事業!こ{芋っと潟奈された ρ 時期は弥眠中~Jj から長長男j にかけとである c

調査の結来， 多量の土詳とともに舶載鋭の獣、帯鋭片，小形{l.f~l~鏡、函， iTJA 枚η5日tii峰三本が!-lLLし

土251土丹塗蛮究員がまとまってH'I二t.L， 祭況のJ:Mであて、た可能性が指摘された またj室f青は弥生li!

!唱のET威穴 基と 7 泌が検出された l'亭には多くの後期土器を合L--r 1999年!支も組問縫認識脊を実路

しどおり， 遺跡;すj1~IJ の IÞJ い部う子治ヨら主主主をキ責iJ\しているが， 前i口!とつながるのか今後が注目さ札る。法

1却は凶 l丘をむiんごiSf則、こも広範凶にw土しており， 111 ノト遺跡ムコ主主形追跡も ]~(m遺跡の新i時でJZえる

必安がある ο 山中遺跡は弥生後期から占墳時代にかけての烹地であるつ土取り L事でかなり仮壊され

だが， 1998年の司117竪 C"0;、生時代後苅後葉のム草t~柁]tや F可新式土~ii も i!i土している t また 4 占ゴ古l庁ft

初頭にf:d宣づけられるお松長も検出されているυ戸UI遺跡は1952/+'，東咲考古学会により調資され?

主主干官長やiif自3[及[)'イノシン骨や人骨がu¥士じたといわれるが， 不明な点も多いc 大谷遺跡の一連の

社;がりと考えてもよいf

この地域は)ぷのよ土遺跡と!日}じイミ系で宣i泉で約 5km程 I:.ì立である}二こにも右 )J~ 層が存伝してい

たことが想定できる訳で，北から南 lこ深く iT~ 入 L た半減zi与を窓殺し， t;](/)jllj測をかためる拠点集治と

もさんえられる ο

C fi(，...ー島の1[1央にi原を発L，易/本湾の文湾ごある片苗汚をi.t.ぐ;(IjlH院，11¥中流のお岸にi'i.ヂtする A

現在は河LJWilJ1とL'O'!¥め立てられているが，約 1km上流のすぐ近くまで1刺は巡〉てきたものと忠、わ

れる f C治一;ま宇神， [i，]柳，小fA，絞/辻0)各jE問、が分布するが， i崇:回収)mから以)m前後の起伏にとん

カラカミ遺跡は，唐}Jr，美神社の巾iJを中dし、lこした丘陵で， J;~凶の調査が実bちされだ線維な地形である r

ているっ 1952年には京司令:考占i.(会， 1977ff Iこは九州大学 1982年刀、|年は勝本町教育委員会に Jっ亡説

ゴーされているに 1952~三には小Ii IA!~ぺ辻!-=d数民塚と私される劫点が謝奈され，訓告士約五銭や，WH荻，決

鎌， t1f!: fiJ付lJ+や休生中月'11去、fから後期の 1器がIP，Jしているυ1977年の己関空そでは，神竹下有側傾斜面

亡、 i'j'!期待:、jーから後prJ1ド頃の持釦!の土 25を?をみ 斜面Jこ対して斜めにたる溝丈遺構が検出され， j羽織光

鯨'fサ裂針先などとともに， イノシシ， シカの府申告に点状の焼灼を施したト1fが出1:している、また，

後期後半の l器とともにここミ穀式土25もw土している。 1982年以降のw;JRでは， 中期後半から役員百後葉



にかけての遺物を 括投棄した状況が捉えられ， :~3"q'ししたり打欠いたものが多く見られることから祭

市3の?をにi発棄したことも考えられて v、る。またi器状遺構やト骨も発見主れて t冶るζ1987年hこは小児用

妥結 2 与14 と集わ士~tf!がh~t出され， ぞれまで明瞭でなかった墓地の 部が縫認された、

三トf!ll，凶祁Ii~宣t持、もカヲカ之遺跡 í5'J様の遺物の HI!土が見られるので同 の集悶と考 ζよいの さらに，

これらの造物の組成から分析すると， 民討l的要素よリも漁 '，j)的色彩が強く毎人集[司の拠点集おどっ

たことが窺え， 、当然朝鮮半島との結び付きも強かったものと抗測される{

D群 …島の中央部標高約Iωmの丘陵地にH在する遺跡で， 発JE 読を/うま実施 3 れている遺跡(ま~.

し為。 このあた r);こは壱肢の古墳を代表する巨石靖と呼ばれる 6111:紀俊平'.7i1'.紀前半)こかけての克の
、J，7，

宮古墳や'ir[訣占境町 lヨ1J1日F古墳群などが罰集しぐいることや， 壱岐 t自の居館{跡と問巳うJっちが泣かれて

いた所でもあり， 古代においては霊安な地域である:{}望な弥中遺跡は見られないものの，今筏{持J

fすしたしづ也J5!(といえよう f

E群... めの最Jヒ織に，山!?上する v 大瀬戸，博多瀬戸を挟んで京からず1鳥島守若13烏，辰ノ烏が点在

L，勝本i巷はた然♂)1ミiをと Lて漁業が盛んである。 この地域は平地に乏 Lく， IL!がずぐ海lこiliり対馬

80 な地Jí;が感じら H，拐、?の主主地が')7;まれている〆 j色彩も JJJ、た T~rがある c 表tZ烏の石棺若干やオオゲキ

遺跡‘ λう原石ff(群は仰j犬の突端に位指7 している c 若dJZ烏石信苦手li弥咋f走!羽から己iif1l1iJ郊で四乳紹JL

併設 [市が出 i している一天ケ原遺跡は砂州打、に位置し，弥生土器や車f]鮮半.t;;J系 4町、丈土設などが!BJ~

してし〉る。 ここでわ笠さオL6三とは， この天う原の海岸紋の護岸工事IFl二，を岐では珍しい同)~，~(f) If! 

itj岡子二本がまとまってfH土している。 場所は海上手の波打際で七ジヲウガミと呼ばれる +11111];のj血l'80 

cm!立の所から発見されたというが 遺構等が存イ正したか不明であゐコ勝本浦は対馬，朝鮮半島にー毛「

j!Iい寄港地として重要だったとも考えられ， 二こからさらに一泌を波るための航海の安全を祈願L亡

担調F与すされたものであろう。セUi支の河再矛はこのほかに熊野神社にも御利!体と Lて身と袋の郊分が{ムjltさ

れてし、るか. 同土地(土不明ごある。対応では黒鳥のj盟約~þj矛 15本を筆狽 lこ数カ所でj量約遺跡、が佐22 さ

れており，否肢と何様の怜惨をもつものであろう c

i"l: 1 

j上2

リILJ庶太郎「宣岐匡]史j 19B2 

武コド純一「三世紀の考古学Jr下巻三世紀の日本列島j 壱岐ー対馬

「
J 

学/Lf土 1983 
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E 調査の経緯

1 .平成10年度の調査

以の辻遺跡では， r綴鉾)[1流域総合整備計画Jに伴って，平成 5年f主から本絡的な発掘調売を実施

しF その結果， j旦地部である永田にも遺跡が舷がり， r守漆， t(l('豪，外j豪の~逗環淳、をもっ f差是ぶ倭人

ftミjに記された「会支[王UJの中心集洛であることが明らかになった仁l

しかし，遺助、の位、さはlωIha'こも及ぶと推定されたため，より細かい造物の内容把援に努めること

になり，てr-I;)(7 年度から 1，，1路補助事業による範t回線認、調突を進めるここになった。平成 7 年度は JJ~~地

戸、の台地頂上部分と，大川地f7の主主域が調査された。、下成8年度i土原地区のか地頂}郊で確認された

濠や住民が関連の遺構カ?東側斜面にとのように拡がるかを追及 Lに。また.涼/久保A池氏では菜域

を調子干したο 平成 9年1主:は原高J巳地区の百tr11度調子t[7<の南側を中心とした調査i三と，原/久保BJ出

r/を調J合した。

平成10年度はF 石田町域が大JIIj也区と原ノ久保A地ぽ，芦辺町TJ或が)jj{地!メムと高I浜地区で，平成10年

10月5日から平成11年 2月 8Flまで，調査{l':Hfl1，397n1"を実施Lたご

石向田]大JII地区は平成 6年度lこ県営問場柊世話事業隠述の蔑J宣告よ将仁事に先寸って認をが実施され，

この日さには初期]貿易陶磁など古代の造物が出!ムしており，今凶はその範囲の確認ベコ，新たに遺構が石4

2まされるのかを目的として行った調去である。

JJi、ノ久保A地i互の調査"止前向調育時の主主域がどこまでよ立がっているかの確認、調子主で，以前にお按と

受信がI.H土したことがあるとの地権何の情報に基づいて調是正壊を設定した。

芦辺町n京地区ー高7Cli!lLえは， Fi:陵部荷側中央部にうd"l二地}f'まがくびれた部分があり，ここにも区i創性

をもうi哀が確認できるのではないη、とのflli守で調査区域を設定した。

調を関係者l土以ドのとおりであるで

五rcj平モ担当 長崎県教育庁原のl上遺跡副長事務所

所長 田J!I坐

課長 安 楽 勉 (度技担当1

課長(兼)岩永道雄(壱岐教育事務所)

; 事 l兼/米浮潤二( ク

調査協力 指辺出l教育委員会

右山田J教育委員会

7~ 



2. 平成11年度の調査

平成11年度はoiJ-:ドを/5j立同]不係地区，後半を fiC!i my柏田地iベーと ~s~ ノ木地iヌの範出li~認識f査を平成11

年 6)121日-7 il13 Uまでの間半300mーと，半成11年ll}j1 [1、千成12年 2)J 1日までの後半1，2別1llノ

の合計l， 550m"実施したバ

在i沼地区iよ出(のュ土遺跡の南側の最も沢寄りにiす湾 4る地域であるc 北側には大Ji 1 地区ぎ~CJ告が， -;7ti私!

(はイスラム陶器や干IJrt'J貿易陶磁が出|した地区が揮を千をする。 l lZ:~- 5 R:の ~N~食境の l1--t で . 2区;土昭

和51年疫の範賄待認調査の際， 7~形?こ近い弥生中期資形土器が 1 {同ほほ而立する形でとH土した第20試

J円iノ査が含まれるハまた， 5 l互のすく向側では，半成 5 年に交 ili 建日/士宅地造成 iこ伴う前~~j:で，ノj、児用合

口受信 L差、77可+'¥i-.:~ごし、る しかし，今回は阿波;'tPj(こ関連し，七ものは確ι忍できなかった， 21亙ではi口

れ保H刊にの遺物が!:H-[したマ

自/木地!{I;柏田地|メどはf/"対測のム3まはずれの F信州寄りにあたる。調脊墳は 11;(から 91迂まで

設定した。 1 ・ 2 区の調査検は昭和日)年の尚宏で IFI~l ;{~の遺物が出十ーした地t.:i~で句今回の調査でも剥

j-~ 石践を中心に iLl 土し 61;{:土耳目手[J'i2年度に確認されている濠lこ近し吋，i:i崖に設定したが すでに 2

次的;i)!z苦誌を受けて線認できなかった" 8 . 9 Vi土、ド成 7'4一一， 士砂採取に{午う応急税関確認調査、で部う;、

(10に試墳が設定されヲ照際石片や土師誌などが出 1:e.ている。今凶はさらに東側を謝査したが令内

等は同じような結果であった l ただ 9iK脱め j中より，弥生後期終jミのん31妥結岐片が出上した。地

ょLの訴では畑の秩地iド，大空室のようなものがn-:¥たとし寸話がと、えられている。

目周安関係者は以下のとおりである 3

調子平担当 長崎県教育庁原の辻遺跡調有事務所

所長 田111 肇

課長 安来勉 {煎接担~者}

丈化財保設主三罪 判111)主自[5

ク 西信!日

課長、オ町間久 、台岐教育事務所)

係長(//)長雨正記 l ク

謝査協)J 芦辺町教育委員会

石田正I教育委員会

8-
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園調 査

1 .大川地区の調査

(1) 調査概要

当該調杏地区は，遺跡の南京都に付置し，標高11mの台地トでめる c すぐ裏手の北側は昭和51"1三の

県文化課による範閉路認溺査において弥生時代の葉地が調ヲまされ? 1有式石椅東， 2恭，土壌込2基小児

妥結墓4恭が検出され，副葬品も l'PrJしてし、る。また調資とは別(こ，畑の深耕:吋ーに;規tø亮片や有鈎f;i~ì

事113.\~，ガラス玉多数が採集されているつ

平成 7年度の識をは前述したほ域の 段jJ1，;くなうた東部l部分の諒l膏?を実施し，箱式石指墓5慕 石

品一土捺墓および土媛13主主，小児護給基 7去ミ.液状遺檎 5条などが検出され，鉄鋤ィた， 1:}~長日，主主玉製管

玉，ガラス小玉などがM!J葬品として出土している。また遺構からではないが， 後漢鏡片も出[してい

る。この地区は弥生中期jをすーから後刻jの時期に常まれていることが判明した。

日I道?上里線の南側では平成 6年，農道拡幅iニイドう誠fEが実施された僚に 8iU:紀からlOjfU己l哀を主体

とする向後器干須忠器， 士師若F，討す石製品なとがnけしているつ特に111出産の初郊j貿易fi.fJlEnこは主主十トi

窯系岩波が多くiJJ土して花日されたヘ

今留の調育は， j;J、との成果を踏まえてこれらの遺構や遺物が，とこまでもよがりを見せるのかの穣認

をすることにi阪が置かれた。この区域では 11亙、 14k辻の誹B正区を設定した。そのq1"(:古代に関係し

た詰車交区は 1-3 [ζ11-131Kで{可らかの関わりが認められたu また， 自区・ 9区ではrlJ世の遺物や

石組遺構が検出された。しかし，前交区のほとんとが水!日という制約もあり， 1 ml~誌のトレンチの設

定ということでi童橋の検出vニヮいては断片的な観察に三どまらざるを得ない函もあったのこの地区を

全体的に概絞ずるならば，北側の1草地群が南側!へ広がることを期待したが， 8区で小児察結 1基を検

出しただけであった。弥生の集落跡についても線認できなかった。ただ15[互の大トレンチではほとん

どが首Jj平を受けていたが，わずかに弥tt土忍が集中している笛所があったっ

山代のJE:物も，平hY:6年時同様出 jーしている υ 前[口!は初期貿易関滋なとを rjl心に守主主f誌:上認や， i-

ffiP;t:)o ，須虫、漆， 1詩石製品などがtHJしているが，今|口jも傾向]は変わらない。しかし最も注凶きれた出

土遺物はイスラム鈎器ごある c 小波片で 1 点のみであるが，その意義はつ三きい、選1i~-C'1土柱穴も多く

確認されたことから，古代のE主要な施設が存夜していたことが考えられる D この区域では中世の貿易

陶持、も出土していることから，多角的な視点からの観察も必要となる。

(2) 土層

大川第 1区・ 2区

この 2つの区は[可 ノk用で距離も 5m離れて設定したため町恭本的には層付は変わりなし、。 1層は

耕作土層 2層l土偏色上!認であるが撹乱を受けている。 3尼H土Jj(焚褐色で，安子の造物が混じる o 4 

10 
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層は日音燭色料22土層で黒色に近い色調である乃 この!言に遺物は包合される ζ 5屑l土地山帽で遺物は合

まれなLミc rt同を擦は 5mを1区とし1O[丘ま ε設定した。東1Dil10区では 4同がおj平され薄くなっている

均三 これは畑の梓れで徐々に出Ijf)取られたためである。 日区では l層の耕1):土憎の Hこ:2~(/)暗渇色

仁層が?えるが， この腐は貿易問活t~~ なとγ〉ノj、破片が合まれるところか Iろ'1'加の年?と考えられる。 3層

の黄海色村質!寝 {地ILI屑/ ;こは{['f，が掘り込まれてし吋。

(3) 遺 構

大)11地[えでの一市代関係の遺構は 11互と 2ぷおよび12区.13区でねí)~が探認されている。前者ではよと

絞釣大f十2の柱穴が討 ，rち， 1責径30仰を超えるものもあり掘建組建物のィ字:tlが考えられるつ この他に，

ここでは}績が l);1，検出され， iいには玄界灘式事長i長 I~.誌が見りれ I~:ー特にこの区岐に干u、は集1['寸る

が， ~E之上った東宮; 0);)区では極端に少なくなる九前出ぴ〕調去では， 1:C:区の 段低い東側で造物も多

〈出土しており， また人演大の千[を 列L:校べた配行;1犬1)遺構も位認されている しかし. "'，'101の12

!えでは首lj'fされた部分が多く， 2 3の柱穴を検出したのみで， 造物も 7iiどねられなかった。 13[主で

:ま丙1ft1)半分0)包含唇は再リ平を受けてし、たが， 京側では柱穴が検出されたいここでも大形建物を窺わせ

るような柱穴が見ら11る、造物は小破片ーであるが貿易拘伎がelL-tしている、 41丘から 71Lでは， 昭和

に入ってからの本田イヒによる削平やf{J1tきのための筏乱を受けており，造物包含尽すも見られず， ;宣憐

そ〉残うていないぺ 81丘では中f止の附Cii，器類と Uip器ままが出 1:しているが， その拡張部からは，寄与 91苅

に見られるように計 1X:5NiK2層の暗!火惚色土居とffA初色地liJ層を階段以、にIiUり令 そこに大小の角在来

や円燦を民!1りつけた集会千[が検出された。 この遺構の却よがりを確認ずるために. 東丙側に2，5m維して

調至近撲を設定Lたυ 丙側の 4i¥ではわずかに石が 11也Ji存認されただけであヮたが，東側では 51'¥と|ロi

じような集石状況が見られたのまた， このi童橋lこf主L-Cu仕f手25.30C:Jiび){毛穴も 31同時認さ n， この俗

[5(:jえの集有遺構が， 中l止の定牧j遺構の付属施設としての機能を有するので:二ないかと与えられる(

8区 5では持、守一時代中期の小児主主村 l慕が検t.Pされた ν 上査は::J縁部だけが殺るが， 下主主は令イi;び)

~"":t人を匁iることはできるが 仁i需は再iJ'Yを受けている〔 上下の斐の筏原Cl{警は約27，，ic口、でI告さ IJ50cm

弱になると思われる J 仁蛍のr1縁、土端部が若干外に Iがり， 下発の刊紙(土内測にややI弓傾し，外信11:こ

は l条の，jf品i今 fiJ丹まの突;言?を有いするc 小児受f官はこのfl包:こは確認されておらず単独で出[1 どいるこ

とから，集団慕からはずれた小児東乙して隔絶された以葬ff:彩をとっといるようごある。

141 遺 物{第10.'1'';141苅)

江総人泌総器対

l、31)(及び、12，13r>Zから汁uーした造物は， iiiJlglの平成 6 年度に \~H :Jした遺物と短似ρ、が多い。そ

こと先ず前担!の造物につい1ふりかえ J てみる、第lO図は代点的な遺物をまとめたものであると初期j

貿易的i滋は総計制点がr;~~， :./ たことが報告されている c その中で l~ 5 Iこ示した主主ナト1;宅系青磁:土34点

である d また 6~8 のi=I磁は荊什! . :iê;~~系;こ分類 3 れるが，日lj系絞のものも含まれてtl:\土している。
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1耕作土層

2褐色土層
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10--121ま長沙了仁系員秘主どj彩~(?主ご筒

棋がかか之， 幸長f今蓄によると 3点と

も河~j同体ではないかとユ与えられて

いる~ 12、 1311恒産施柏陶器である二

12~よ訓は尚一灰色に変化 L司器内はlt:

住41に近い3H:忠主主ごある 治凶ノちとの

fE摘も受ij今ている。 13l止決総色のう由

がかかる黄色のJ1T:が認められる、 JJfi

lーは牧民で前褐色を豆糸切のド]

殻状高台である 以上が前回の初期

貿易均磁の概突である〈

今!可の初JUJ貿易附イl誌は.約111叫に

肉7ょしたが，小破片も含めると数イ

正ょに及ぶ乙 H¥二士 j也fTi止1!e<:と 21'<が

ヱ体を占める けl土l越住也i州三紫主系青l磁E磁tで

復!版甲玩u筏官1凶8c悶叩刀:mを測る1碗F苅目である

ら体部;にこ沖か当けてF残主り， I J縁J止論すとに

なっている J キゃ占1'~1. 1)効追ってす色色

じい，外IWとも員人が認められる}立

と3{)越州窯系肯伎の!被IJ、片である v

やや責緑色に発色しているが 3f])税

にはムラ1Ji'ある['， I! (よ21丘町層から

のlI L_i二でタト I起には象ftf~ かと忠われる

ような測しゅ止が人るがはっきりしな

いヮ車可人陶磁~].には間違いないが産

治不明である" 5 iよ2lx:m届出 lで

椀ごあるハ二十:地がベ〉や車5(1:;j:でめる。

内外官に明瞭な員人が認必ム ~'L る 0

5は121当i.H土幻自1t;;J械[lV- 1 a鎮の

玉縁状仁i縁である l 外出の執はあま

りよくなく町オ)ずかにnflfiが観察さ

れる 71土i31KliJI -:f-^.ぴ〉白ィl~i 1iJl~で紛花

が認められるり仕Lが~') (土非常によ

P:.> 8(よ2liJI寝tH土のi沼染イ寸でJL 
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い4Li涜の t.(こぬがf'l<かかる。 九回 lこも1"" 1絞吉r; に 1;，~;1'J:がかかる c 形状は伎と jぷわれる。 91土 1 区lV屑

w立の俄であるが，也にしまりがなく軽いことや手[8ののりも怒くぷj)ijIJミザうついていることなとか

ら，古瀬戸の可官在住も考えられる。

(2:イスラム肉祭(第11凶10)

10はイスラム陶器片ごわずか1.5聞の楕円形の大きさである。やや軟賓の黄灰色を帝びた胎土にル

リ包の透明科l-iが)~くかかっているつぷE百はガラス 12:[で光沢があるハき1~1~'~ (.土111の!同部を古Uiる給付制丈に

あたる。イスラム附~;'f\よ，これまでに大斗府条Jjj跡干筑後同月守防j、?福岡市多々良込 Il!遺跡、，持多築港

i次， l~l専務館跡なとで出 1- しているにすぎない~今IpI の n\ とは守 11又4のJV憎からであり p ゼi岐にお

いては初{クiJにあたる。 f也の造物とも比些文してみると自-9 j止紀の可括性が大きし~

~~)古づ同器 (第lHλ111)

11は 11三自の IV，)~から出土~直径約 '1 cmの楕円形守京さ70.4g，形の害IJには重たL~表凶には全体

が，止肯が見r)t L ~みがヲ銅としての f本、来σの〉キラキラ 1，た j郊部分もわず治か冶に絞話祭4 される

< \'-'\~凶凸/がう子I 見られ/ゐ;ム》こと泊か、らうし「成え占品占でもな

(弓ゴ1ムJ叩浮T独血 (第lロ三計i凶吋 l ¥ i口3)

なドjでもな

土8ITj器類[立小絞Yjが多く i日士しているが 録原できるものはここに示した器稜{，:限られる。 1，土渠

υ縁で外側 lこ大主く開き鴻部;土尖りぎみにメL くおさまる。内lliÎは:ì'iSi -~;í5から下にケス 1)疫が見られる c

蛤土には白い砂粒や令雲G:が台まれる。色調は i註 2~土 1 を小ぶ:') ~サ Lた感じでU緑はゆるく外反す

るo jj白!には向い砂約一や品、色土，金'1i;f手などを合むじ:ヨは口絞首Irf(，こ斜に主IJみを施すが，端部を欠く

詳司れま矧〈日i{'jがあり ，1h'i士には石英やIこ討を合み色調lま茶治色を三する υ It ..6;立製塩J様と 33え

られる。 l L{ 7 の!駿から集中して出 i しだ。 61土lJ~トまでタp支し端部はメしくおさめられている(内外

四とも胸部 r:llliからタゲキ疫が認られるノ 4もl可ーであるが，タテロ〕タタキが強調されているが，よ

く奴製すると核にも縄 I~ が人っていることがわかる。 5 はほぼ底部:ニ)5:い部分である c it在日状のタダ

キ疫が浅る。以 r.<7)資料;土問九州地域で~} ì~;Ä 7d:-l"j {B土が知られるようになり、 jべ界灘ュ\~Jdt弘 1 器とよ

ばれているに前;可は 1点の資料[か確認されていないが， IT耳目守なr初予Eを行えは資料数iま増えるものと

窓、われる~壱岐品では勝本町Jのカラカミ遺跡や kí出水池で断片的に確認されているが司宮T~ヒ :;;m の{-.tJ

1]1 ミ JC メ t甫~B: U亦かりは b 世紀後半7JI ら 8 世紀にかけての良好な資料が得られているマ 71まカマドの

I、郊の音:;j}と考えられるυ}氏はよl"tnになりややいji巧ぎみに立ちトがるハ Jlfi1-. (，土細かな土を精選 L，金

雲l手もおじる、島 ~l;12土杯ごある Bの 3rλ 出 iを除L、て l区からの出!とある。ロクロ成Jf':じまは

ヘラ切りである。 t師器のHおおについては玄芥i程式製忠土器や科、の関係からしても Rl!i紀以降と考え

られよう

必須恵器(第1.'3肉 1-信111当26)

翠i阿部と軒、の佼片が1't，1している。則向はTr;-l立時代段、「のものと， 8 i世利ぶから 9-lU紀にかけての

ものが得られ亡いる〔今回の資料も河時期と考えてよ Lミ 11i杯最であふc 中程に段をもち仁!縁部主

て叶:jflでは唇音iもわずかに見分けられる校;文でめるじ 3は 1よりもやJV深くなっているが，口紋郊の

22 



れf設はj主し¥、 2(止碗でμ縁はわずかに外反 Lごいる。 4 1 主 13 !X nIJ~t で υ縁;ニ )".p~えが 2 条巡り形状

I j:会t:~，1;; を すると忠われる ι 初恋器というより瓦質 L{f;fとじて据えられるもので~.を却j 自~n =-;土下るも

のと忌われる 日はぎをの類部から 1I阿部t，=-7)、けての部分で(.~表は格千円以、のタタ lf- .トr~ !i:!iには育;:4ff:i1Ji.宇

タヨである υ 71土手話類部とある c 外国に 2フ1'0)浅い沈線とその下にf首位の波状文刀、施 3れている 7ヲ

凹Ji立製色である c お -24[土号車服部J-iである}ほとんどの士課が外昔話に演、円Jタタベーか格子日夕タキぜ

施している〔 ま丈内面i、Jまち海波デタえーで潟三久されている， 22こ24はJ:tl-l¥-Ij(こ近 221まで1-[タ

タ司を垣(7，J"C十告了イj:l!::iこ{上 tt Fている 1)'1rTI i.:;土三/ffタタキカミ古;力、El"J;二施さ :!tTいる 251土小形帝の

[、一半名古と忽われる c J ..~~:なロクロ {I:J二げで高台が付〈 見込"'-，土 tW I.、-~..， j<;!えの;~'1 ffJが入るc; 26はお区

4 (7) m層出 iで焼l±廿くやや瓦王立がかっごいる123台柄、きめるつ 4と戸H手rJ J ~:H~まご下がると考去りれる v

:五〉れ i1，j (第15肉 1~第18凶35)

大!l1地iヌからは黒日程れを I一体とする石器群が見られる。 [かL. そのはとんどはlii石答時代に成す

るものである 筏念ながら， I日石務時代の筒;討をi札を受けておりプライマリーな居からのれ器lU早ら

れていないが肉ノ丁、しておく υ

1 !土 5 区民、土!~~I-h !で守、11定石裂の俗芸行鉱であ

1記石も!火色がかつており局外だと考えられる J 縄文時代の所在と官、われるが， i民的 l上ょ在i弥ではこ才lま

で数!..¥Yi] '1) tl_l
!土が知られているc 2 ~ 'I i土手、 JP;~李右手号 3;土'a"t}J字い才:11;'-11を事Ijl-fjL 日]ト庁して肉側面を

了に調守、しているコヌJ(Tf; t立会 i めにつけている c 当fJ ~:i)/j、剥綾田が残るがイ宅市艇の+Ij!，，~はつかなし 2 

は 8[:{I立居出 I で l<.~の子透明な里H~石を使用c 基部の両側禄はお向調整され，刃部 i土ムずやカーブを

J首き左 I~IJが7Jるように突出す一、いわゆる典則的な I);iの、土刑台形十吉右器である、 4!土逗子のJ毛色び〕黒日程

hの号1I日を芹jい 等)ll，--:角形状に十I:jcげている rc可HWi汲とも丁寧;こ何度も謝主主剥離し， ノ!j 円五[土問リ I:~l カ、

ら l!i]の若IJ高Eを行い， 鋭利い牡J:げている。 日、 81土小!隠の里証言{i九ð~ト)-1 ブ引 G~;fである ~ 1-1-_1-...-J-" 
0;'よイXl

かに基部を欠くか， メJi貴し力口仁を1両側縁に施 L片山11正斜めに刃をつけといる「 6は先端部を欠欠 Lて

いるが 基副~¥ J:雨側紋:こプランテ f ングをわっている。 7f)~)\から台形様石泌こも考えられる 71正基

在日を欠き同 1Wj~'まにプランテノングが残る が?誌はノiJJ官官ろにやや円湾仁て{、jけられぐいる 8:土ナイ寸

にLてはi￥子の剥!?が弔いられ? 支出!に一部自然雨iを銭す J 突端部を若子欠くもののは(~.完形で町 ヨJ

音;はj耳打し， Jtddは切断されプランテイングを A受けている 9(土2区 5ill層出 1-('縦長の良質の限

行を用い， ，i'lj-(1j I二1同の剥離で， もう -}-jii2囚の剥離で三f{j:!;k:に日 ιげといる n 打撃L"J!土平士tl:z:-r市j

切からノソ千を IJ[Jえ，剥片尖虫夏(，~o;tR; こ f! 上 ιTている( )9~ (/) i1 )~主跡では新資1"iヴめる η10;土 8 0: 6 宜 f腎

lJ-J -!でサヌカイト裂である〈 IL55:剥総面l土縦tこ1101 で剥離されているの袋詰~~ ql 央に日~主 /111 が残~) 2 

右側同jiよ丁寧にまiJ縫調整され，九側!tilよ!半分l.r万部とし ζ使用され「部:J剥縫説本のF支報が入る f

裂され 主主旨[5!土綿くなっている「形状こ Lてはナイフ型れ誌とも 17えられるが， 大型守主11J:であり 剥

片尖PJ!器とさーえられなくもな l'，~類似形態に長与 I IlJ堂自主;遺跡出!石苦手がある σ11かり35は郡片類'-e&)

る.16と17と24は不定JFiJ:石核と思われる〈 26からおは典どUiηな縦長剥)'，であリ 部使)+l:)}fが認めら

れぷ〔
γ-， これらの石おの友商;こ 部什然!古Iが認められるが， いオれも島外)~O)小形円五棄の良質な，~~UITffi石

が俊則されているc

イ土 I 原のJ1遺跡ðJ~2事務所iJM公報告書第 1 集[民~;jノ?土遺跡J 長崎県数誌、委長会1997
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2凪原ノ久保A地区の調査

(1) 調査概要(第19[';(]I

原ノ久保地ドは丘陵の基部にあたり唱小i1!! 11の北側標高約13-'-~ょ 3m O)[;i J戎である戸平成日年皮の烹

Ji先調菅では?箱式行総I主]3基， fì菱土域蒸らぷ"土墳菜 u左，['!掻 8.11L 翠?吉 3~去が検出されたが，

調査区域は部分的であり ，J:¥i小野氏の宅地にも拡がると考えふれる 同葬品W!-iU:1'を淡総や;)、背;行J裂占丸

ii'7ス裂勾五，メu;:，筒形不明青銅器なとがある υ 今回の調査地点:立ltiJ)ロiのややFrfj;[I)に5笛訟の調査

i丘を設乏した。 1¥L'2IXは，地主の:[:島氏の訴では，昭和30'1代に自11の竜夕、]也をしたf5¥石村ーや議が

iilてきたこいう。係かにこの話を裏付、7るように， ):mの隅に板状(/)f1松村と守、われる石や弥/トー中郊の

主主拾の依Itーと忠われるものが置かれていたご讃交の結束:1 ，1 I売の調ーをi芯の:1'で， 2 [玄以外は友 1;曽

のすぐ FはJilillL もしくは用め iであり，包(，?，宿(土古1J'l'され

第四図 原ノ久保A地区議査地域[;m(1 /2000) 
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第20図 原ノ久保A2区周辺表麗採集の土器実澱図

るが， q1 央部に行棺材と忠われるわと，日ふ!i:L~品小「「がわ「か iこ残っているだけであったのしかし，

この畑はわiíが抱えてあり，は戸、!主lゼバ:有するの F粟j也として残ってL 、る可能性し上大き'~" 0 5μ は行陵

部に谷tkに人 1)込む地)1:;¥二段して設定したのここも 香請にあたり造成を受け ，~A;ft土誌の小破片が

わすやかにiH土したにすぎなかっ

(2) 土層(第211立n
21式の=tt;t; ~ま i 層 i土耕作 1 1再で 2 容は四測が約三Ocm，東ffiüが約50cm:仕干査した tffi め lーが見られ， この

同には1)、百ij にみかんがt:li えられていた穴が例絞にy-~ る 3層は有償物を含んだ濯でIIJ]長土層と 2与え '0

れるじ ILli也jj'iI土丙から来{こ1"1かつて傾斜しており，現ヂ?→l土盛 iされ表出lは;1'(iV ~こ似たれているコ 4 !習

はやや O!J るい抱色のがi資 kで，小さな破作擦を多〈含み，援Eしを受けている。 5 屑はl培褐色*L~1!f土で

しまっているハこの屈は弥生時代の包fL7層であり，柱穴もこの短から.j!lliられ-(" 'る。 6層l土f完字詰モ!:..Wi

質上層で，ややふんわりとして1.-，るj也山居ごあzハ

(3) 遺構(第21凶)

前売療の '1'央市得。，こ yf; /i~"::t~芸と訪れた石が局所的に集まったム五分がある c Jぷ芸;土小破片で時期を

はっきり確定できない。石はやや厚みがあり.通常使用されている心千吉村とも異なヮている。しかし

-29 
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原ノ久保A2区土層及び遺構実測図(1 /60) 第21図

石村会とのつながりも沿定できないvこの焔からかつてお倍がil'rIしており，先にも述べたように，

プランもはっきり L主またね穴が令体行5悩検出されているつ J間 1) 込みの状J兄などは見られない，~，

しかし，住居跡の可能性も 15えられる。し、
屯 け

物(予i~20t， 1 1 十 6) 遺(4) 

二， {if古などと 絡lこiJn!1 --~ 6の土器J立与音掘調lt-:-e 汁'， J したものではな l~ ~ ('かつてよ目を整地 Lた

1 :J剣先;1);:を51した縁で， Y~ 地主によって:J:¥i!の限に嵩かれていたものて、ある。りdlされたもので，

担j に若 fたれ，端部はJL くおさめられている、内外面とも)iRlj七を受it~;，I~J 格浜は不明である、胎土には

u縁から胸部への傾斜から台2 riJ三烈のrl主誌青jNx片でみる c長6，金雲i止をfrむむ色調;土主主r石英，

iゴヨ語棺の|二主主になると考えられるが.九~t);:r土鉢に近いかも知れないへ口縁、1'10詰告は幅6.5cmを設IJ1) ， 

さらにもtLJ縁部内製作技i1、Jま 1D1てYJ:li而を作り W!__た正に，!吋測に荻り n-¥じメLくおさらめれている勺

:土をす芸ぎ足 L雨漏郊を*mくじごいる 外i豆;d.約 4cm~tJで訴し 4ヘラ状 L~~ で可否文民;これ:J....:.げているつ

3¥り[ま1氏部じある肝i土 ;l土石英，長石，金雲 l止を747み，焼]，見は O， ~T 、色調 l土にぶい殺を:ーするむ

5(ょ大河三の姿底部で斐棺の

4 i土底中央がわずかに臼てれいる、立ち上が?のコムサよから大十践の査と t;えられる。

1， ヰノ¥ケ{I:上11，)L(はわず治冶~J:. (. fJl¥ 1ネある〆

30~ 

3i主主主辰吉i~"'C'外側i幻

可能性が大きい。



3.高元・原地区の競査

((1 調査概要(第2:2凶)

百状に北;こ延びたJヱ段tfl5東側の '1' 央部には，地月三が品川~i'キ状に入り;2:み， くびれている部分が見ら

れるっそこで，このあたりには区両7えなどの遺構が存告すするのではないかという子怨のもとに 1~ 

7区の調寄区を南北に沿ーコた形で設定した。

吾北側の rvは lrnX50rnの!必穫で設えとした。そのiktよi七竪穴住民跡と思、われる造柄や科ア;が見

ら:h，士一桜片も多くH¥土 Lているc 南側:土地Jl立が落ら込んでいるが，-t_唇からは沼状の堆積が観察さ

れた。 2rx:では柱穴が多量に検!!¥されているが，造物包子守層はほとんど亡Ijギされている。遺物は弥生

時代後期かり市墳時代初踏の土 (iG~7)支出土しているυ3 I;.<~ は 2 区よりも 段氏いl.i'{ifすにあたるが?ここ

も7宣物包台回は削、子を受けており，杭プ;がわずかに終るだけであるν'1へ 6七五では弥生時代中期から

後期J，および古墳時代初頭の造物が良好な状態ごtfjfしたの特に 6l正では良署がブロック状に残りハ

マグリ，サザエ，アワピなとが合まれるつ 7Vi土 佐低い行状の様 I吉G7. /1mの水日i に !lmX~5mの l白I

積で調査壌を設定したr この水[lJは休耕Aiということもあり目、い両科、をとった。調会イ)結果，多量じっ

造物のi!¥土があったの半分は低減主主状の怪格で，地山;土jヒから雨へ{頃会IL，東側の未調食のlA.s或にも

法 fコ込む状f児が見られ，台地と依lfl1が按する i}lj分にあたると1;えられるの遺物は弥生時代中-nnから伎

町jが多濯にiJ-t伝するが， i来い部分では11'1期が多くなる rS'埼時代前期の法物も teトしといる 墓地l立

政認されていないが， 71孟5の北側校寄りでは ガラス製小五が:2501間以上まとまって出 fしている。

この 7反では朝鮮千品系の:U主や.錦織:2，~:，石!0.了~~ども出 L している。

(2) 土層及び遺構

CL'lVI:樋/土び遺精(第24図)

lVの基本Ii吾は 1層が表土層 2@が日青褐色上層で遺物も包含されるの 3層i土黒色仁層で主要色L

i守将となるぐ柱穴i土3居からj/ill川込まれ， 4婦の黄褐色地位l層に達している ο 両側では 2層のtlt積は

うすくなり削子されている。 反対の東側では 2 帽の下部 iこ総灰色。の l が堆積~，かつてノドが i[J り，沼

状になったことを小している c このことは， rJ，司有壊を定した fぐl予1";.ンj、きな池があることと，北東

古i;~こ小さなれ状のくぼぬか見られることか人，ノu各状になり~(が滑っていたと考えられるハ

1経;主開示しごいないが， II2<:4では柱穴が認められ，室長穴住民跡と目、われる撚り込みと焼士が認

められる。また 1V 2では上嶋も出主している。

217の 1I吾及びj堂筋[弟24凶j

2 V Ii:襟i臼'i9.20111の休iJ:'tリに，)m X25rnの函積で設定したηl溺は表 1:層 2層;ま褐色村Irt.r ，~i-A層が

うすく入るが 2]メ 3のI斤で存Ijギされている o ~i i~!H正晴Î"l{l;，;j;占賃上層で造物包含層であり，この層から

i、の黄褐色の地rU層lこ衿/くが掘り 2とまれているりしたがって，このほの造物包含習は北半分はliU半さ

れて， 1三土脳の下;こi室誌凶が現れるという!感じである。遺構は第三4図のように，柱穴が多く 1);;:出され

-31~ 
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ているが，焼土は検出されていな1.''0柱穴の配置もかなり複雑で， プランとして42えられない面があ

るd 明維な怒穴住居と認められるものもないο 造物は弥生時代後期の上擦が点在して見られるほか，

芦J黄J古代初頭の布切式仁需が 2rx: õ に 2 柄 H~)}- まとまって出 I~ L，そのうちの 1悩休は不整形などソ

トに人っていたペ土演と旦lわれるものも検出されどいるが 遺物などは出 1.~て

31.6:の土層及fjJi宣物{第幻|立1)

3区は標高8.40mの休*Jr田iこlOmXlIlmの向精ぜ設定した層l止表}の干に日頃の黄渇色1屑が

あるものの些め土であり ~il作1'1内に造物包含層 lよ削ギきれて lρ る n 地 UJの宕撃を切り込んで十tア;が残

っているものの， lOcm杭度の話再度しかなく‘令体を把援するまごは至らない、

4[(の土層(第241叫l

4区(土王子高約9.40mの;j([!I!こ 1rn >く20mのl有i績で設定した.c 1層は耕作上， 2屈は日奇褐色の本占上で

遊牧J~ヰプ守層が )夏樹Jかされた1:'["ある 3層も基本|内には 2慢と I;'jじで l宣物包含騒が泌じり 2層と

4沼の中間(n，となっている〉この層は東丙の[河端l二深く tf!積しごいるが，これは;jc任l造成誌の役l1n.k需

の名残りである c 'tffiの3誌は， 1.が仁からドに流れるので，常tこ下から上lこ1をかき Iけ、る作業が必要

で 徐々に涼くなり，地LII層まで百Ijられるという訳である そのため， !(習の遺物包含層である陪住J

色粘資土慢もi説者i績の雨漏ご削、子されている。しかし残された遺物は多く，弥I1時代;中期からず，'j室時

代初頭。〕土桜がびっしりと堆絡した状態である、なお，この2f:互の造物はと而↓こ砂をかぶせて保護し

民め戻した。

C~> 5 r支の ~LIf~~及び遺構 (~}~6凶)

5反:土標高約 9mの水III部に 1mX 15mの I~í裁で設定 Lた層は基本的には 4 I){と変わらないが，

調奔墳の向端;立役京畑の影響で首Ij三ドを受(j'， 4 層の日計出色村賞 1 .1苔の ill物包含;当 !J工中央-g:ßt~' け l 伐てノ

ているc この4届からら層の灰色地I1I層に約一六が招り込まれており， {~民跡が存イt することが硲認さ

れたし全部ではないが司柱穴の部分にブロソク状に員褐色材i質 1~i蛍が見られる また北側の低〈削ら

オL，七tU'，llJI百の上に[ム 5穏とした緑以色の粘資土層が土ill主守るが，造物は含まれないコ

③ 6 l:.z 0)↑二↑t言及び遺構 t第25凶1

G )7:ま漂{Jj~;(J9. 2 mの水UJに lmXωmO)-1則被で設定したわ凶信，J約 8mOJ部分はrilJ'iZを交け照め{

だけでιちるい地ILJ!土南側が表 j:から約!lOcmのj架与に対し 北側は130cmと南からjじに{白jかつて傾斜し

ている 1層:正夫上高 2層J土星色七と褐色 Ufcじりのj黒め lで平均した厚味である 3恒は渇色結

貰1.1恒で，遺物も若 iil! -1するが i史な包合唱1"(了はない，1屈は日青褐色*，Iil'i: 1:層でヰ~'~包含)詣である 3

そして 6反5と6にまたがって以届が 4層 l郊にブリック心、!こよ佐碕するの規模!立南北約 1!ll，東i出約

L8m干11である。 4r~σ〕子誌には 5 層び〕β:鼓褐色村資 i 層がブロノク状に人 1) ，この揺は2，5mの!iJW;で

地山屈を切り込んでおり ， I~;i片や柊穴も見られることから幣穴式作居助、と考えられる c 柱穴は全体

的(こ枚出されるが，ブロ yク只層の i一層‘いわゆる地山層まで対 η下げて見ると 浅い溝1えの遺構が

東凶に 4条見ら才しる ο さらに2.5m北側lこ緩れた地点でも浅い海が1条検出された。 狭い範出の謝査

であり 'r.生十告ミうーについては不明であるc
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第26図原5・7区土層.&び遺構実測図

原5区土層及び遺精実演リ図

1耕作土層

2黄色埋め土
2'黄褐色i夏め土
3褐色粘質土層

4陪褐色粘質土層

5縁灰色粕質土震
6黄褐色粘質土屋

7岩盤層

。 5rn
ト一一一一 γ一一一 「一一一-....~-_._.，...-r:一一一一→
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612(5層IB土の遺物は只!書とともに弥生時代中期が主体であり.この地点にかぎって新しい段階り

ものは非常に少ないitiili<Jが窺える。

(j) 7区の土層及び遺構(第26[主J)

7区は標高約8.7mの休耕FJj ¥こ 4mX25mの荷積で設 Jょしたc この[2<:は今回の制脊!互の'1'では 番

低い地点l二日t設するの三五が段高くなっ亡おり F か会り再iJ平を受けていることも考えられたのご，

できるだけ北Il!1iiこ設定した。認をの結'{とは，弥生時代中期から占墳時代才vN買にかけてのほう大な量の

遺物が出オーした。 1.層l:i:l腐は耕ft:土， 2層は厚fいとこ為で約8f叩の埋め土があり，このI軍め土も時j

から125mの所でがjえ. 111)長の表土層である 3層の灰褐色粘質土層になる、層[訂ヒから南へと傾斜す

るが，よ閉め上が消えるあたりから東南の方にさらに傾斜Lているc 全体に共j註する i腐は 4浸で誌

編色粘質土層c 弥'U#l\;rt'矧から出t宮崎代初頭までの遺物が混じって出 t.'~ る r 街地、ら約10mの地点

にVC7i茸の断面が観察されるが.この溝は東皇室から約 2m市からWiまり東方向に延びていくと考えら

れる。挺はこの議を中心に土器:積するυ5層しとj苦の中心から約1.5rn北から [111レンズ状lこ上位積し，南か

らfi!J5.5mの所で11:まる u 色調は褐色村1質上)脅で粘笠度が5rtll，ミ。 6層[土日台J:A茶褐色粘質1で鉄分説ーを

r¥Uo 毒にレンズ;1);Iこ入る。 7層[よIli褐色然資 1でやや砂J昆じり，弥生時代中湖上器を主体にm土γ

るc 8~訴は)ノk烈Ê粘質土で，ねっとりとした感触て、黒l床がある c やはり弥生時代中期のj二:i~を ffむr

9腐は寅緑色のやわらかい宕の地111である。なお北側の 段高い池IIii苔は青みがあり裕資が強く -747

j火色地出版とし， 10層として取り扱ったり

遺構は第26関に示したように，一委北側に約 3m仰で削平された跡があゐ。1:層は半分がJ1ll.め土で

その下には[H炎上の灰茶俗色粘質土が， f!H責していることから，近[11以降に掘られたものと考え Lコれ

る。調査l震中央から南北省りに向う i青の始まりは端部がAく階段状に深くなっており，上回と下車iの

yLEi土約以Jcmであるけ

南側壁面でl土地2ーから約120cmの深さで宕盤層が見られる。このJmI U層はjヒへ80cmの将で全く平jD

に奇I[られたように水平を保っているc しかL. そのう己は緩やかにカーブを抜きながら，約8001の深さ

;こ達し，さらに将約5Oc01，深さ約lOcmの交いi薄が見られるにl この状況は人 L的に被られたように見ら

才 L~) が. ~ヒIH1J には抗lÎ込みは兄られない。ただ，この[0<今域には沢山の土器や正i 探が出!ーする み 平jll

I!ijC'ある地山の七には?責物包含層も見られなく，遺物も皆無であるじ南側に拡張すれば地山三!っ日函の

性格が判明ずるかも)iIれないが，今後の調査に期待したいυ

ピyトは 3j凶 T~i ，j2 されている ο 剣台しっかりしているが住居跡との関わりは考えにくく. 1蒋状端部

のものは遠'コた用途fJ1考えられるのではないかと忠われる。百号;ーに南iヒに!Eびる石療が検出されたc

人頭大からす争大まであり日さは約 1miこ速する。中に~'!TìI:t. _1 ~器も合まれるが，近世の水田の石品目で i立

なし aかと考えられる。

この 7[:<:は，出土遺物の中に朝鮮半烏系の f器や， -{f足鍛 24三，ガラス小五270jji¥J余りと多長のト持

がl'!LIしていることや，東側の環濠に近い地点でもあり，今後の重点的な区域と考えていかなければ

ならない。
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(3) 遺物

ち[X出土の 1器':t.~27凶 1 .第31凶(5)

1 i二r1 ~設がj主 L字形になりヰやすちょがるに外ifHI土ハケ，内 æîlま寸デご!日;1 には石英マ長石をてら~む、

色調;正(こぶL 、 li;ノi~で焼 1&1ま良好 日(よ iはどL-I縁!ま立ら kがらなL寸えややうずめにfl上¥jらオL，1、

!liil主ヨコサデされてuるl 刊紙郊の裏側には小さな刻;うが端自15¥こ施されているハ外国は-'1'亨なノ、ケ.

内向はナアで tY15にJ首fin泌が残るつ Jlf，[: iこはわ丸 J:i:行司金百fすを合み，色調;まにぶい}氏潟色 C1:1[)JX;

l土f1j万コ 3t土jも先状口市諒で外協の端ぷl.i~~冊くおさめられているハ口禄声 r の外凶に:よ断思=:ff] :W; (/) t~i~î 

fす(j'j'てt沼が巡る ;j~ì Jーには石失ベコ長石を合与包長 nt殺を与ーする。 4t土rljまの[}'J1fliJにす?干張()i! 1¥し，外

1~[ì に出総I均に{申ぴるが，内側にわずかに 1tü ¥， ~た所で没く山んでいるわ仁j縁からE目前ilニカ寸 7 てはナデ‘

外側1岡部はハウ 1古Jーには長石，石sJt，金主、f手'2:'f-;--h..色調:土符 j は日縁が外側に平坦に廷乙ドるが

中央がわずかに白んで:"'る。口縁ikトタj.[同[11こ断面三角形。〕尖告をも九，抗告[i!こは制L、ハケ， 1付出iには

す日おさえ痕が残る。胎士には ii予i，長七を ffみ，色斜(対言。 6iま υ*~がわずかに内側に傾斜するが，

タト信[J滋部{土ド}jl. ニメL くおさめられているり桐郊外I~j (;tハウ .Rfitには行英， J毛むを含み色調l土十琶を呈

する。 7!ま口絞が助光初、に尖り，タト!則立完部は)Lくおさめられ号!肥厚しといる 1総i白下には断面二一角

形の突干告が 1条巡る j 胸部の7.!"1; tB " I土中央部で 季大きくなり，ノサ調整， UfiJこ1= 1土仏英，長石弓

金会í'J:を含むの色調はにぷしミホ褐色を豆 L ，焼f.[えは J~ ，H。ーは :--1線、の内外の端部は丸くおさめられ，

わずかに内向し亡 vミる 断而三角形の突干名iは ! J縁よりわずかに l、がつえ司?に付されている。長大の

胴長は 1郊にPi留する。外向(こは r半なハケが施され，部分的;スス刀、j，j持している。日， 10は同じ

庁長状であるが， 引がJJf;!ーに石英，長{，を合心のに，<，jし， .10はこの他:二赤色 J，金支F予を含み，色調は

ともににふいおを告する 11はヤ畑 :-11 誌が外山口j がて、て伐長l;~ ， 1)白土には石 ~i~，長石を育む台 風化を

受けており‘ 色調i土にぷい赤褐色をL:L，社'2i-Jt去はやや小ぶりさある c 12は11!，景子上日出jカミベコヘ:1"1み外側

端部l土肥厚して丸山〈おさめられる。口紋前十 Lーはi庁而三角形の災;;?がiJされ，ぬ土には石!1[，長{lを

含む l3~ j: fl以内 111-i ~主主とるが，全{本に jijl さえられ i支し寸~fT.:tf~ になるつ外出はハウ，内 Iililまブデが[I，SI瞭

に観察できる「器蛍lょうすく，胎土にはT"i?k，長石 令雲母を含み，色 ~Jfi (.土にぶ v〕i占有Jを呈する H 

は r-l*~がやや下がりな治、ら tf く沖d、域内;がやや肥I宇ーにごいと)"外mに:まハウ nfi _!'，:こは+i1k， 1三行，

ゴニ雲母を台む 15はu縁の内外:町とも.}::i)ぎみにおさめられ 直下 i二日Hu百三角形の袋帯をもっ c_，.ij~:; は

あまり張らなL¥) JJfi j'，にはわ英，長h を合み焼成(土 1~~子。色調は詮を f_Ê._gLる 17---24;土il総おか鈎うじ

状を:4 し，ゲ~fWJ i二端部刀?下が:')JJlf;号する 3E形 l:~~である u 口iì:;?ntl-r ~二断面三角形の突守了をもつことと

紛がのふく〉みがIJtri; ;，}ß 中央であることも夫通じている r まえ治 i(こはすべて石.&~，長石.金主fE を含

み，色調も品、4出で立及びにぶい赤長21色である「口紋から主要ti'-Gにかけては内外:土約寸デで， 19， 21. 22が

ハう{士正げであるに fjに22，;ま底部を欠ヲミするのみで完形に f丘く，焼成む艮好である}内外;ニススが付

差して， 'る c 25--~.31;ま日採が外側 lこ下が ;ì ， %品 ì~じはわずかに，11" 1手し丸〈おさめ Lつれている c また'Fj刊

がはわず誌、;こ内t九している しか仁27だけは外iーしている 口縁i吉ドには新1ぽ 角形の突，おをもち，

~fìtには石英司長h 金主 ij を台むハまた311よ m引土、I')L:である古、治部;土 f~ [くびれて V、るハ外{日目

は長~[;こナデが行われている。色調:土羽褐色を主宇る。:l三一35は!ロj じタイプのヤヤノj、ぷわな三塁である ν
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口j設計，は内f四jにtEく尖るが， 33のように.内閣Jにくびれをもつものもあるc 外側には平坦ぎみに奴く

尖る~， -Gifl.じまハケiI:L:f，iJ古土(こはわ英と長行を含み令雲母は含まれない。色謝lは土明褐色やlにこぶいf符燈?子、

を5主J

に;は土石品英;，長石金雲母を合み焼成も良好である。 38~土内外面j に丹が塗付しであるこ

以上の土詳の 1. 2 については同些中期須玖 I 式の11段昨J， 3~.8 いついては新段階，また 11 、 21

は須玖llJむのlh段階. 2::: ---30については新段階にあたれ 31~38の千平小ぶりな土符の ~干は須玖 H

式の古;文防の資料と考えられるつ

底部(第~or升}

応部は39~õl まで惚i示した。 弥生中期初頭の段何?に見られる厚手でぬ著なあげrít0 をも~，たト需は見

られない" 1台と、が底はうすイーで，主主 lあげ底の特徴がある程度である;)日、481主主室!J;土器の底部で，

41以外はすべてハケf士tげぜある。)jfi-1: (二会雲母が含まれるものはお，必 44，ぷであり，1-3:土G英，

長石のf也に赤色土が含まれているη49.51は慌の底部である。立 ιiがりから外に大きく肘jl.-，ている 0

19町 51は;fA衣;こiJがi:1i付され， 19はさらにヘラ状工具で]平にli)f1¥でされているごめはヘラ磨さだけ施

主礼ている O 胎二jj土三者ともに精選され，焼成も良好であるc

その他の土器 f第31関)

52 、 591よ跳ね UJTl縁をもっき童形 11援であるし打唇古:に粘土をの..J~，内1WJ につまみ上げているのを

特徴とする。 521ま比較的残りがn く n~;?J:から服部にかけ半分近く復原寸きた n ロ縁内 i引から外面、こか

けてはヨゴナデ，服部はハウ仕上げが施されている ι 給土にはf-，英やJミノ石をfマみ，色調(土灰黄字詰包む

全体が，~~;-9んでいる。同は[]縁l材担IJO) 当IJtiEがピシと跳ね卜がり，頚音Gi立広ずりに近く Frれる 'J 57はやや

くずれた跳ね tが↓H なつにい七が，腕部のハラは J.~~t な仕 i げになっている。 09は跳ねじTπ手誌の

捜部に明瞭な浅い;誌が付く。また11総[ll"下には断面三frJ1f去の突帝が巡る。色調は硲潟色と詮を基調と

するものがある。 I治上 iこ金三etf止を含む土器、はあや57でめる。時期約には中期Ii'変説か。 60¥土長績の奇形

土器で [J~ま端部は rr， i背し，袋状に JL くおさめられている「内外的!ともに門校りであり霊長郊にはヘラて

耳Jかれ硲文成になっごいる Eh Iには石英.長石，金りを含む。 611土げの関かない短頚戒のrl紋と

考えられる。内外凶l二月が塗付され，が外部はヘラでて少かれて:~，る}82は外);，("jる!土、11奈の[ゴ縁で

ある 口緑端部l土平坦におさめられ，内外lli.il立子jが主主イナされている r 外面にはさらに陪丈が施されて

し、る ν 除十、にはわ英.長イ寸， ~;::-雲母を ffみ，焼成はi双子" 631土高村、の折、古ij-C，U縁部と~Lf.[J部を欠うたし

といる。 j人j伯jは汁主主りのあと麿 ;J'ているつタ村誌は風化じているが，丹が主主ってあったものと忠われる。

111，1'には石英や長おを台む、 61は資ごi阿部から版部にかけて残り， r，:{.求古j)を欠くコ外[古fは丹治りのあ

と陪かれている。iJ[!iJ阿.)は18cm余りの小形である c 65;'土推定で籾凶りがこ江Jcm余ワの宣岩波片である c ~ii 

li!i 1"lIf5のiやり jJけ突帝が4条残る iltdには石丸長石可金雲母を含み焼以も良好で，色!認は澄をとii

する。以上の蛍7fiコt~{fと高一杯は時期的 Lこは弥生時代 lí 1 烈j後葉と考えてよいと思われる。

~45ー



三寸~T

午二午二了"----=r一一一?

!i '~ γ
l
l
 

/一、

、/

¥、
一

f 三二

?ー

26 

ζ玉三三三二
「一一一
/ 

35 

ベーて 三三L 長二

27 

-77 

36 

?
1け

い
い
れ

L
H
H

亘二二三三二己五二二二二三F二ごで士一

戸 J
三二~~て二」一一

ド Y

ーす
37 

ーは
3E 

立

yu 

一一

20ωη 
1正一 一ー一一一一一一一一一一一一一斗

。
ヒエ以ζエ二に二二

原 6区出土土器実i問j図③(1 /4) 

-46 

第29図



j世d¥ し ..~i~~ 39 

\叫~/ 40 \~一一例~j 三'---J 47 

¥L LJ41 

丘三 ¥ !1'1/i:'f!D!J1 -.l 48 

43 

¥JliJ44 

¥ ¥¥  

¥"----_. __---.J=:~む

¥¥ 
46 

。
トー「ー「ーァ~~一一一一ー ァ

20cfY1 
-一一一t

第30[認原6区出土土器実演j屋l@)(1/4) 

~47~ 

51 



53 

/ 

i 

7;Y 

一fif--Ji

「「
J
!
i

52 

、、¥
¥

!

1

i

/

/

i

I

υ

/

/

、、

F
J
h
，tγ

τ:て一二一

54 

一「
ζミ ご二 守一

二:てー州
C
1
1
/
/
d
 56 

~1 ii' ' 11 

55 

57 

三二二二二!てで((
ill 1ii州!1

59 

58 

60 

62 

61 

¥ 
¥ 

A 
一ー
ですニニ ー一一

65 64 

20crn 
二二二二二ニヰ

原 6区出土土器実測E塁⑤ (1/4) 

48 

ユE 

O 
l ム

第31図



③7[><:出!の j 器(第32図へ第~H凶)

ここにとりあげた Uiiiは， 7 l2<を 5mごとに凶から l~ 5の[x域に分けた調査嬢からW.-3したもの

で '1'板実測のうえ取 1'.げたc 造物l:l3 ' 4 . 5区に集中する。すなわち土層が北側に傾斜Lて深く

なる部分と.完全に深くなりi茸状になった部分からである〉また 5区の地111層が平洞に青Ijられた部分

でははとんど遺物は出上していない。 時期的なものについては上面ドは弥生後期と古墳初煩のものが

多く， ?曹の下方では到、1'.中期!の士-6:~が í'.1 くを占める。また朝鮮半島系の土器は 411<の<til!!1Jと5阪の上

i同に集中して出土した

t:J，]、個別の出|造物いついて述べる。

1 /.土資棺U縁部外側の端部は紺lく尖り 5干しl味におさめられ，内側に{持l斜するいわゆる逆 1L J 'f・型を

呈Lている。胎 1.1こは，イJ英，長干i‘金雲母をふくみ，色調はにぶい花?である tヘ 2は干犯仁Hまは内側

に傾斜 L，尖 1)気味に張出す。外相IJ端部はやや下に10)きド端がふくらむ。口縁l良fki土田rlIll:角形の

きた;千if文を有するつ肝けには石丸長行を含み，色調はにぶい柴澄を i-tする。 3は鋤光状口iまで外側J荷

青i$はメLくおさまる 頚部は!単くなり胸部にかけ亡外反するつ胎 f には石英，長~î. :-0γ芸刊を合み色調

は将。 6~表は風化を受けているつ 41立大715の破片である。 U縁部は鋤先状口i衰の先端が内側し，外側

も綱く突き出ている。 rI縁I有十には闘rrllJ三角形の突4;i?が巡り， JJfd:甘から胸部にかけて強く伝り出すc

!i;lにはわ英，長れを含み，色調(止符を呈するがJHi¥1)の"J能性もある。 5・61土、fJD.口縁が1)11Mlに

つまみIJ11され尖l人外側端部は丸くおさめられ， r 1総I責卜に附il自1三角形の突;-ffを:{d-る。日の捺表前i

にはハウ目が残る。匹、 iーには石呉.，長.{i，令雲母を含み.色調は穫を14:する。 7は平jD日縁から主前日，

胸部カ可If線的にのびる。胎 uこは石見，長.{"余雲母をf守む、色調はJl，哉燭色を呈 j一るの 9~ll はu

縁が平j日かあるいは10， 11 のようにやぞ|付傾している。~.とも仁|絞l!'{ドに断山一三角形の突引が巡り，

同事誌の形態を成 9'"9に会雲母を合む外l土h英，長石が混じり，色調もt立をJtしている.12は口縁が

子Ji:!-(' ，外相IJ端部がわずかに下(:~Ihjき肥厚している u 131土乎 l~ な 11泌が知〈外に尖り気味におさめら

れている。内出にはナデ浜が明瞭に残り，除l:には長石，f-ilJ!:に混じって赤色粒を合む。色調はにぶ

い符。 14は平坦U縁の必 Fにわずかに笑'治者付しており，胎士一には~壬;F):を手7むの 15は逆 I LJ .y !f，~ 

口禄を半ーし 平m部は11'1傾 Li毒UIJしている。 r:rg部には:木の沈線がヘラ状工只で浅く付けられてい

る。胎土には長 fl，干T英，金雲母がf干まれ，色調は明)民渇色を~~--~一る。 16は口縁l在 i、の突誌がやや垂

れぎみに1，jけられ. ij台士には金":P:{-守を「干むυ 17は1T ~誌が外mlJの平ll!部分と内1flIJI二傾斜する部分に分か

れ， CJ界郊に汁が主主付され工いる。口縁よりやや干のほうに弱い突帯が付けられ，胴青sは外にIJlfる、

181土[昨季ト人]jfllJはわ「かに引き U'Jされ，外側は平士日ごどあるが， 1'j市郊が下}jに丸くおさめられているハ口

縁fB:十にl1Ji曲j 角形の突帝が付く c 胸部の最大経は i剖;に枚目する"19は円縁の王子tH両は内清 L./. 端

部が丸くおさめられH[';17L直下に3EJJi;がH< 0 IJfi上iこは長h，fl英，赤色粒が合まれ司色調は赤褐色

を平~， -9- る。 20は 9 と 10J じような形態で胸部はわずかにふくらみjえ部へ lt~[行するものと忠われる. 211J 

平坦口t衰のI河端音防ザミ 1)ぎみにおさめられている f 頭部は外!止しており，胸部は土部で張り出すと思

われる。

-49-
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}~、上の 1:*:%1立 1 """' 4 )7'須玖 I式の占段階 o、2H土新段階に属するものと与えら才Lる。

2幻2はユ平JZt却nrれ!縁の 11‘コj 守了了:;11型古をE呈言した4祥手]げ7印crllのE翠Eで外{側R別Ij;は土全而にF丹]が塗f付Jされ 内f郷均iは主[川¥i縁滋吉部E分だlけt~にこ

門が塗られ

が残之る》刀が守，かなり剥げ落ちごいるー内i巾;こは指おさえの尚、がわずかに伐る"iltiJ:lこは石英，長石，金

主主母を合む、 241主活 IL 字型の I1縁でド組問 l土外側:こ傾斜し i出:下;こ D~ し悦T函三ffjÆ三の突帯がつく「

25の u縁l主 j~1引の i、に i句かつて JL く端部をおさえ，直:干に突f汗をイすしている，'， 26 . 27~iでヲ門口縁がや

や下}JにrtJ]き鋤'}[;状を lAじている タトイ規制部にはハラで調整されているが，わずかにしか残らない。

2自はやや外側したとftßD~号、をもち)jili; 記i: にかけ仁[託行するが， 1 'J古田からのJIlお与えによ毛利i凸が見ら

れる。 29-31はiJ縁が外湾し， IλHWìi土尖るようにつまみ出されていると IJ~t~J からの指おさえによりわ

ずかに凶 iろがあり，この u函に断百三角形の突布が{すし、 30.31:主胎土;こ金三雲!止を??み ιj~ とも色

調は石英，長石，会支i手をffみ，色調!土にぶい赤筒色ハ 331-土外lNIJに傾斜したうすいυ縁で端部:土jしく

おさめら札ているコまた端部には刻j討が:itii所残る。外側腕部には対が塗られた形跡があるほから

おはほぼ["1::形態のきEであるのi<lij~" とも LJ縁 lよ内側にわずかにひき出されfiJるが，外側 lヰメLI以をも九

ながらドり，肥!学している。 端部は垂直におさめられ，そこに刻nが斜めに絡されている。ま7::円縁

起〔下には断市1M'! 司~ 0)突帯が付されといるο34は外l~IJ 全体に J'J が寸?とられ， 35は内外に!1が;~主イすされて

いるー JtにDt;-jーには石英二長石，号、雲母4E含み，焼成も良好である。 36は外側の口絞より内問がI:ei 

く7とり校り突したJl;で !制部も全体的に )Lみを帯びている， 37--39の口認は外担i;;こ「がり 端部も丸

くおさめられ，突新や』古土に金;!~fJを fL7むことも共通しているが， 39はmiV郊の厳りがきついようであ

る。 4t， 43はほぼ本平な平均口縁， 42， 44. 46ii口市求がやや外湾寸るのを特徴と Lている 47--49，

51i土rl縁外側端部を尖りさ、みにおさめ守 H阿部にかけ~うすい探慢となっている。 52はU縁部だけであ

るが，内側に111くヲミ 1)I人J1!立している 53~56!止;.1 Aま外測がややトを向き55以外は拙iI~i ご角形のち吉市を

もっc Jlf. Iーには石英，長行を台むが 55だけは金雲母が混じるの

22から51の土-誌は5fiJJ.、I式の特徴をもつものが多いことから列、生中期中葉かり徒葉にかけての時期

と考えられる乙

底部(第35t話 1 ，21)

ここには主主のJil部と忠われるものをあげたー j、どIIよ比絞的小形で fl主からヤト反しとすちトーがる吋

外 linには j半なハケ口調繋が施され Lいるコ 1i土うす手のあげ底治fーには金袋汚を f~む 他の Jii品

はわずかなあげJまにととまる 5 ~-lりは底からのすち j二がリが，ヤマ声総出)"('前者 ~l と

{底氏邸;は土わす 7カか!)'、首にこ点あ〉げJ成よてで、あるつ 1胎台jに金ゴ主f行f汚2を合むのiは土 5 7¥10の土器でtめtらコる c ll--]凶41は土}成恥力か、ら1内人勾.Ji湾湾

~I:たこ可形5で1立ιちヒがる 1孔1~1日3はわすずやかなあげl底玄とな iり) . 内JJiijもそれに沿った形で弱く Jt，t!) J'.がってい

る。外側にはハう日調整が施されている。!J台土には石英，長ノh，金23!止が台まれる， 15--，211土)1":(部は

平況である。 li¥21は1えへ立ち「がりが卜hに協きながらも[百総的である。 23、24(土平坦な底部刀、ら

の立ち上がりが内湾じているこ 22，23(J外慨に粗いハウ日;お繋が斜め方向に i~告されているが‘ 23:土内

測に接万向lこハケがV@されている。すべての飴土:こは石英，よ三位J，金三三{:):ノド含まれている u

52ー



Y 
38 

二一γ
41 

43 

ミ三三τ

γ
 

42 

γ
I
U
 

44 

T
 

4o 

45 

三三 ~\r 
一て~'\?

4ll 

47 

三一一-u~
つ
w 50 

49 

竺? ごて℃三つ

52 

51 

ごす
53 

?けい
54 

P
M
M
- 55 56 1「十C~ 寸 2pm

第34図原 7 区出土土器実)jj~図③ (1/3) 

一日



¥jd 

2 

3 

\l~!川J
4 

¥l.d 

¥二グ

¥_0 

¥ 
9 

リ正二7
10 

¥LιfJ" 

¥仁ゴ

¥ーーとグ13 

5 

\~1ff 
" 

¥¥L__hI 
16 

7 

¥JJ 
17 

¥J...J 
18 

。
--…一三?

LQcm 

第35図原7区出土土器実測図@)(1/3) 

54一一

¥Jd 

制

刀

20 

¥
¥
¥
 ぷイ

1~ 

¥
 

¥
¥
 

星
雲
口

23 

24 



その他の土器(斉;36凶、第38図)

第3G[豆 1\6i立鉢;及び鉢形;こ近い土 ~~-cある。 1 i土口縁が，< j字形;::間色内外併にけが塗られ

た鉢リ;';己，Jf;土慌で口{壬23.2cm，器高14cmを減る h 外国はハ今日;お築された上に!?が主主られているコ!治

土には干[す，，長行を合むυ21ま鉢こEEの平向に位置する25!長C;豆rL i字形の口絞がl勾{買iに似斜して

いる。給土にはれ央，長行，金支のをffも〉復)12L行径はお 8crn， ~-ift当 Jユ23 ， 4仰を浪i! る…色調は!大宮J色

を摂する。 3も総本的には 2に類似するが，日阿部σ')51~ りと Ii(部が大きくなる。逆 ILJ 字形仁I縁も i口i

じである o 1/，，]外のよ{衣:HIにはIlか?到、jされたOJ能性がある門復原111壬33.2cm.器!奇25.2cmを測る c ，1 

--6 I正幸一口綾部J--L 5 i土1)'1僚にお寸甲さえの跡が成り，そのうえに )Jがわずかに矧祭されるソ外側は;武

fヒしており，ナ1の痕出トは不明である。 7l4蛍形にJLi:い打縁か，外反 LたU縁端部i約千Tし，外:こつま

み/ljされているつ[人JI泊にはハウが椋方向に秘され 1いる。 霊長部は Lまり， :M! 字づミ帯がf寸くへ ~i; 1: 

には石英， j乏行，赤色校や余手足f守J を f守み，色調は程を ~-f*1 る υ 8は5瓢五箪7形必 i上:器である

端首部目(は正大きく凶むコ頭部はしまり断曲ie角形の突帯が 1条巡る。その i、のr[;Jはやや依り， !jfujiJljがたき

く1"1むが， この部分に上部より大きな突帯え戸2条巡り， さらにIJ同部がふくらんでいる。内側の上部

は指押さえが顕著に認められ，外側iこは全体;ょこ丹が喰られといる。また需のお分に斜めにト'{:のヘラ

fiLザが11けられている， ilf，-] はきめ細か<ti英，長石，金雲母をfTむc 祭市(;1混として使用されたと

考えられる以上の土~~t土 5f]、眠時代 I1 '期前葉から rl'h{の時期が考えられる n

第37図 1へ 3は11、工」奇1;イポであるじ 三者とも外側iこは:けが主主Nされ，表向を ftF;こ材1磨しているわ

lだけは口界部;こ 21問の小さなJしが認められる u Jléì二uま ~l1J し、後で，石Y7c， lミ石 金主主母がfTまれる。

これらの工容は0tLJe'IJ苅中葉頃かと思われる] 4. 5 \土 ~.lfの類部がしまったもので 5 I正日、打者とも考

えられる。外i古i は細しり、ヶ日が施されている。 6~11は F2i杯であるつ 6 (，立 IH五が逆 rLJ 字形で内側

に傾斜する。イ卒者1は丸く張る。内外とも丹主主りの痕跡をとどめる。ここでは材、としたが，鉢;の績に入

るかも主nれないじ 7は内外♂〕器衣に丹治?生られている。好、百訂正深く外li!lのL.f桜および出:TI三月が手IJ落

している。給土には石英噌長石，金三三討を含むつ 8~9 1j鋭 jt;í"1来季である、ーは ijf外nMこI'Jがき討すさ

;nている。 9のキi且ロ品まのj!j註i;i立51J状;こ右っているに料、部は 7と比べると浅くなっているー 111土高杯、

害事部である υ 上jcli(j:接合郊ではずれド端部は欠失している。穿子しは 11m1認められる。 Hfi1にはh英，

長石とわずかな令雲母を含むD これらの i 器は~{J\叶 liiJり]市葉から'1'時jにかけてと史、われる c 121ま位、1I

恋底部である。 内慨には丹が認められるが守外協は局、fとしており不明である 13，l/H土葉-C'ある〈つ

まみの部分はくびれて外に開く 3 同j1. 1. /ご部分にはハケ目が付く υ[付1日ii;対片で援1])2 il;三段、が残る!ノ 日子;

士にはfj英，長h 金雲母をT7心。

第38[雪11-l:li立花較的大型の青年iである J(:j水、l'に折れたl寸縁でヨコャjデされ，端部はやや iが

りぎみに丸くおさめられ刻/1が施されている。頭部から腕部にかけてはゆるャかにカ "fL，ij同部と

の堺に nvIJ'j:突イ苦が i 条巡る。また頚郊外側にはけ言きりの跡がかすかに政経できる')のf]~霊外側

の端部Lこは沈静民がヲlかれ，その f-.i-ーに刻日が施されている ρ i.I岩部と ;-¥1t却に丹必りが捻るが.外側は

風化Lて不明。 31;;:外側に丹がわずかに認められる(' 4 (主主底部:こ，MJ'f:突干若が巡るυ5土日縁外側

r:r:: 
~ J;J-
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端部lこiι線が巡り，品、土には金雲母を含み，色調は:こぶい殺を呈ずるご 6はゆるく外反した口縁で，

端部にBf;ぃ沈線が巡るつ内外i有iにはfJが主主1，されている。 胎土はきめ細かく，行英，長石，金三:;母を

含むρ7 は外lこ傾斜した鈎先状u縁ご，端部はftj 張り ß~い沈線が巡り，沈続、を切るように~U日が施さ

れている。口容部と外I!!iJに丹が塗付されている。自は口界郊に丹が塗られている。 91土子土日口縁の垂

直になった端部 iこ ;;t~泉が巡り，これを切るように紛い沈線が不足形に施されている。 10は内傾した平

拐仁[縁の端部にわずかな刻日が鋭雪きされている c 主要部はよくしまり，断面四角形の突帯が2条巡る。

内外取に丹塗 1)，仁l練士出E出(こは沈線が i、から押されたように付くっ 121ま口縁部を欠く頭部から月阿部に

かけての破片で 2条の i11J学突帯が付く。器表は全体にヨコ7デ。 13も事i部の大形破片，断面四

角形の突帯が2条巡るが自i貼り 11け部で剥げている。外面上部は細かし 4 ハケがヨコに，下関ではハ

ケがタテに捻されている G !J古士には {l英，長石，1t:雲母を含む〕以 tの意形土~~は i が古く 中野j~;J 

葉か，その飽;立後葉まで続くと思われる。

第39凶 l へ 111土袋状n紋帝で長頚と短頚がある。 1 は長r~で内外面に汁が塗fCJき7，'L，器表は]寧に

掛かれている。頚部内世iJlこはしぼり浜が見られるn2(土袋状口縁がやや夜行する。外而は風化Lてお

り丹塗りが不明〉し 2ともに飴ゴ戸はきめ細かく石英，長石，金雲mを合む。 3，1はやや短径で内

外rml正丹が塗付されている。 IJ縁は丸く内湾している 5はやや大形で短形の頚部に断lば百三角形の突

帯を有する LJ縁外側にはほ弘、沈線がb告されている c また頚部外側には丹塗りの跡がわす刀、lこ残る。

籾者r;は球形を号するので， 11も同様の形態と考えられる c ~白土には石英，長石，角閃イ1. 金雲母を含

む勺 61土弱い袋状口縁で主託部のしまりも言語く!luHtGも張らない。 351部には断面三角形の突慌をもワ J 外

泊lにはハケ討調整のあと‘f'Jが塗HきれているつIi台 1:には石突が多く，金25f守が少し含まれる o 8 

10はLl縁部が「く j字形を尽するが， I話曲部に'::H干の丸みを残している c 10の外側lには丹治、塗付され

ている。

i~，ヒの袋状LJ縁が弥It 中野j1t，葉から{走期初頭頃のものである。

第40図 1:ま厚手のぼってりした宣言で，1-1縁は「く j字形に外反L，ヨコナデされているι 納部は中

央で丸くふくらみ，外側はやや宅立しり、ケ目言語整である。飴土Jこは石兆千['Jしミ砂粒が少し含まれる。全

体の ~if形から i凝然丈!符と考えてよいのではないかと思われる。 2 は逆 fLJ :{:形口縁を呈するが形

がいびつで焼きが甘く，色調は浅漬袴である。胎 iには石英と金雲母が日立 /".)0 3 --'7は，跳ね上げ

u縁の棄である門 f1縁外舗の端部にはrJ~t )沈線が入る。 4，6は外側に細かしり¥ケ白調主主，S，6i土器壁

からうすく仕}二けられている己 7I土LJ司法直下lこ断面三角形の突帝がI条巡る。全体的な色調は浅黄穫

を呈する。呂、]()はrl縁が内湾する比較的大形になる棄で日縁荷:ドに断面三角形の突帝文が付く。[I 

j柔の内外はヨコナデされている。胎土にはが英，長石を含み色調は浅黄燈を読するコ 11，12は複合口

縁資である。!コ縁は「く j字形になり 111土外世lJに大きく張り出す。内側はヨコに外側はタテにハケ日

調整されている。胎!には石英，長.fJ，会雲母が含まれ色調は澄c 12はf]縁部が立ち r，が1)，r < J 

字形に11+¥[掃するが，端部とJlli昨11鴻に縄目が斜めに施されている G IJ台土 lこは石英， i是正]，金三雲Bj:を含み，

Q:.E聞は黄鐙。 131ま広口窓口縁で丹主主りであるじ 11は鉢形土器で外jlij[土ハケ日調整， J支部内U!H土J旨押き
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えが筏る Ti*.長li，金1tl号を?言、む。 151立522でr[~，式(土 ÝÎ-L止す一る。石失，長石，角(河寸1 ，会雲 l;J:を合

む。

):J，Jの土器は弥生li.JY:)jrj.1:Aa--後期終求頃の資料 Cある ο

〈ユ.)7区，'t¥j七層の土器(第41向、第44f長1)

7 Li lJ\士の 4 層階褐色粘笠 u当から出上した L探若手である。第41 阿]ヘ第<11凶34は主主である。 1~

6はシL形の議で口縁は r< .i字形Lこ外反し :J需部;土ギ:lHにおさめられている。最大佐は腕ド{立にあり

長腕であるり外恒u器国は n字なハケ日調繋がタテ，あるいは斜めんij&Jにぬされている。また.1. ;J， 

6の口径Fえjm古にはヨコ方!白Jiこハケ目、外側はヨコナデが施されているοHfi土にはほとんとが石長-，長

石をf守み 1， ;)を除いて金渠母が混じる。 色調{ま1)(花)包を信子るιr)僚は約22叩から高さ約35cm内

におさまる。 7¥15:ま発破片である、 11縁は「く J'ý:に外反~，端部は iL くおさめら TL，内外はヨコ

ナデされている.. 12を除いて外側はハケ日~~~号室が泌され，特に 15~'土 j等な{士仁げである A 色調は 7 ，

Hが;こぶし、よか褐色.ほかはにぶい1笠を呈している c 服部の反りはJLみをもうものが多い戸 16~25も議

破片であるバ 16はやや小ぶりの土器で j-1縁は「く j寸:に外反い端部l土、iι坦でわずかにつまみ治され

ている o 291よ頚部に断面三角形の突帯が]条洛るつ全体の外面にハケ[jが飽きれているが， 22"241土

iセ[立i全体にわたぺてハケ n~時撃が見られる。長大駅西{よ18 ， 22がl以中位より 1;にあり， 23はTB:線的で

ある。胎上には行英，長石，令雲母が含まれ，焼成も良好であるc 色調はLこぶしコ茨僚かすI渇f立を!4す

るものが(まとんどである。 26 、 34 も主主破片ーである。 26:よ ~:a{'泌がよく L まり，1-1縁が外反し，端部に弱

いj主総!がわずかに付く。 27の Iコ総も 261")様であるが， 31ミ部に~1ij1，"突起が見える υ 器穫はうすい11上げ

になっている c おは外織に料いハう白調教があり.内問IJ仁H誌がヨコに，室長吉};が斜めに，またその下部

にはヨコに付され，下位はまた約めといったよL合に討;t<i:を替えて施されている。 28，29は長l阪にな

ると思われる o 30のj1縁は若 1短く，外!止して口縁端企ii;i-ま平却である。 31はlQ部外側はゆるくカ』フ

し，全体がヨコナデされているコ ~fij には行英，長石， 1守い砂紋が含まれる。 32は[商滅的;こ外反した

LJ縁端部は丸くおさめられている A 外側は斜計〉方向にハケ flが枕され 4 その上をさらに斜め;こハウが

1Jされている， 33は打線外i時IJJまヨコナデ，腕部tj:斜めたItiJにハケ日識者き。 内側{土口総が汀コ右前j，胸

部がタテ方向にハケはがfjされている， 3.11まじ縁は内外ともヨコづフ?で，腕部i討L<ふくらみ，スス

古河J宥じている c 35はやや小ぷりのf:添で， υ縁;立長〈外反 L，議吉liはギ担でヨコナデされている

外官lt の I]~設から ~Ji首1; にかけてわすかにハケ目の助、が残る。fJf:i [には -，h!E:， 長石，金雲母が含まれる。

蛍;こ近い詩形である、， 361土議訟がゆるくカーブする。外'1~{lj (まナデ成形され，口緑内慨にわずかにハケ

目が残るハ 37は胸部が直線的に張り出す器形で， uA室内1!閉じヨコにハケ困調整されている。 38(土外反

したr-j縁端部が総くつまみlJjされている n 外側にはハケ日が籾くif逗され， j付 1ßJ には~fJ< 1寸けられてい

る。 39はμ縁が強く外反~，類部はよくしまり， ijfiJ部lまメしく張りよtlLl長的なJさじがするわ外側:ユヨコ

ナデされた跡に粗いハう日が施されている。 治土;こは石丸 ](1イ，全雲!止をftむ 40のr1絃l立証線町j

iこ外反L，端部は緬〈ムド沿である。 1岡部内側にはハケ口調主主が見られる 41も口絃は短く，外fよし，

E副部はよくしまるむ外測には紛いハケば調整で，口t~ ，之内外ともヨコナデ仕上げι40， 41ともい胎土
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には石英‘ KIi， {e:3fほをさみ 7 色調lii主政符を呈ずる寸

42" ，[61ま蚕形 t {i~!:T: ある。 42は日縁が外 t巧しながら延ひ\端部はわずかに凹んでL 、る c 頭部には断

面三角形0)笑帝が 1条述る υ 外側には細かいハケ 11.内部iliこは紹しり、ヶ回で説主要されている"ijfi iは

石英，長行をきfみÊ~!bJIま J!( 白色でめる" .13はFとし，11紛が外{肯 L，端部iよ千ljJである。頭部はよくしま

り，断rr百三角形の突帝がl条巡る 若手持は風化しており，内外IiJ}にわずかにハケ日が残るコ，Ifilには

む英，長れ，会雲UJをfTむ、t]Jj(立rHまが外l二大きく開き 端'g!j(土平tHにおさめられている r 頭部に泣

い方はやや肥L字しており，その出下のくびttf[;に断何二角形の突彩が 1条述る， 11事訴の内外はヨコナ

デ，続部の内外i古f:まハケ回調柊されごいるう iji;Liこはむ英P 長:[iをffみ，色調(まにぶい符， ，15は外反

する L]縁端部は平ff1で，わずかに凹んでいる〉口総から制部までの内外11i¥.こハケ日制主主が丁寧にされ

ている九，t:fì_t~こは石英，長千"金雲fまが合まれ，色識はt1t を jr する， .16はじ示誌が大きく外に目自主，話;

部l土$~い it線が巡るコ胴郊の 1"，外而にハケ凶調整が兄られる。胎土には長11 ，石英1 金三きIjを含む。

刀、上♂J資形土f:，~(土弥生後JtJjr{J架から終末tijにかけての資料である。

底部 L第-16凶 1~]1) 

ここに凶ボした応部はき雲の6;{:形になるものである o Jはやや尖りぎみの底で，外側にはハウむが見

られ 内側にはtFiおさえが残る 2はわずかにでlUJiijが残り，偶点しの感じですちトがるへ 3， 5は九

j去になっているが， 3は版部にヘラ押さえの跡が残る 4， ら¥IIはギJja7; ，rj，~を有寸る綿長の主主をえJ

すると法われるっすべてにハウr1による調殺が行われているっ胎土にはh英， 1之石を含み 6を徐 vミ

ご余雲母が混じる。 色調も灰黄褐色をEZするものがほとんどである J

壷形土器 \~ú17凶 1 '第4δば123)

ここに凶ぶした土 ~ifは縫合 I 訟を右する童形!器でめるむ 1 Iよ内湾ぎみに!~必する後合LJ総端部は

やや丸くおさめられている J 頚版界には断1m一角形の突帝がI条巡り，ノ、ヶ口調整である， ，11; 1には

正i#i:. tfh，会雲 l止をかみ~~認は強を宅するのこの上若手の下誌にあたる界形:土 5 ごあるへ 51立制がよJ(

]予を呈し，外側11ハケnで調教きれている心 2;，土 7C形で複合口縁域部が尖りぎみに，丸くおさめられ

ている〉やベJ短訟で，口急まの内向は鋭角になっている。 1阿部は泳}訟で辰吉じの7ち仁がりはわずかに

外;脅している。捺長全俸はハケ FIで調整され，その上に)jが塗1，]されてν、るc 胎 iにはお英 長hを

含む)高さ28cm，最大II同作22.8c111，口縁外後14.2αnを浪1Iる。 31土完万三で需表全体にすjが塗付され CL通

るへ類部内市Iにはしぼり疫が認められるし Hfi-l ~ ;こは石英，長;{j. 金雲l止が含まれている匂さ2!1.邑cm，

主主大111'1径19，2cm，LJ縁外符H.8cmを測る 4は一大ぶりな主主合口緑で外側に科EiLミノ、ヶI:Jがタテ;こ， 内側

にlz弱いハケロがヨコに施き;fL'C<. 、るC-Hfi Lt二:土石英，長石 9 壬:雲母を含み，色i謁{よ戊#tt笠客三一ずるつ

6 !土複合部上ì~ßLJ縁を欠いた!器 ε6~形は 2 に近fU するものと思われる i (まタテ干分が欠たした!

器で大形である、議部界に断間三角形のZE帯が i条巡る。外恒1Iは風化を受けて:，"るが，内側には腕下

位から底部に炭化したものがこびりついている。 Jlti上には石~，長石が目立つ色訴は絞。?~おは37.8

CJJ:，復原I柄符28.2叩，口縁外径24.9cmを測る 呂は完~，~吋主合口縁部カ勺直角に張 (.'j I~PI L，端部(土jしく

お主められている G 8阿部はほほ球形で!式部につながる l 底lま平穏であるがヤや安定感を欠き内閣は盛
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り上がっている阿部[こは細かいハラ日制桧1;ll'{了われているが 7 風化も受けている 2 わずかに汁塗吋

の痕t昔、をとこめる 器高22cm，1;1大fI阿径19.6cm，口縁外径14.6cmを測る。 9-おは複台!J線長玄室の

絞汁である。はとんどの LJ縁は l勾;>~ぎみに脱出しているこ 9"土内外 14Î ともじハケ日調教 11 はは』歪の

内外部に汁がfj}1.jされ，内l対:はヨコにハラ自治l裂されている おば複合仁itま下部lこitEがつき，端部

:z外側につまみ日;されている。内外志とも者1かいハケ日調整の上にじ縁部分だけ月が主主られている i

外側[コ縁部だけ丹が塗られているのは18，20でsfi土には長石，f1実，金巧が含まれる Q 19の口絞;ま

t主主にJ2:い7ちkがりでl人1Ltiiから軍事叫にかけて絞粉状にハケ白調整が施されている。 U I:の土谷訴は

後期叩業から終末頃までの資料であるノ

約ノ19図 1 3は短f1iの口二日55Aである。 1はほぼプじ形品で岩壁は尽く:まってりと Lご乏量感がある。

腕部iよ丸く張川I;しているがヤや長加で平ぽになる。打線の内外はヨコナデ，制部の1)、J外Ltハケ月調

2さが行われている 頚訟には断面三角形の突帝が]条述るじ服部 L1\~~;こは十字状のヘラ記号が 2 ケ所

見つれるC3L-7. タテにヒから切 1)y~i!-刈三さは5.5cll1を i巡る f ヨコ[ま7](守f，;こ6.5叩10)-&~で )J5iI1くづiい

ている。もう 1'f隠はl石J:二仕1::1'であるがタテの長さは6.5t111，ヨコが日印lをjftllり，反対の長さにな勺

ている。胎j には長+1 ，干î -Y:~，金'Jミ I手が含まれ。iD，話~(.立にぷい後v 存高は36.4cm司最大腕?ネ28，8crn，

口 ~3*1予 18c:D を溺るっ 2 はわ f かに外反した短い 11縁の端部にでtU におさめられ工いろ 芸員部とl;]UY;の

1自主!)).&v) U 1)し郊に断011 角形の突;;rjーが巡るυr-Jほ内側 ζ ，G':il::全体にlよ汁が塗{，JされてL、る， !台土にl土

石英，長fT，<í;~;0尽力、含まれる。般大，ijíi~1.fは27cm を測る~， ::;!ま争反したおい口減をもち 月間は1主形を

干した平成になる。 1ユ縁仏11HIと25長全体lこi1iiξ塗付5れている " ，1;よ 市[二!~誌で鋲J[; はよくしま打球、

JI予の籾部へつながる。胸部卜 IYIには，料めjぢj勾iこハう白調整が行われているつ胎 !-Iこは七英，長干1，

金三母を7う「む、 5---8はLJ縁が大きく広がる臣、11涯である。円総はJJ日写{ハ端部はヨコチデされ浅く

i円んでいる。:::;， 6 J 8:土ギ土Eな端部面、こ総El;1);の刻討が施されているc7l±終日;、:二人れられてい

る。f1fi 七にはTî~在，長イト1 ，会~!手がfすまれている一j，)、トグ〉土擦は弥生 j乏}mlil~~刀、ら終j、頃までの資料

である，

第筑)凶:~ 121二関 -'i':' したオ 6，~1立高村、である， 21 はゆるく「勺湾しながら{中ぴる杯部;ム1I緑if)~で急に

外反し.端部人けしくおさめられている J 折、;;;;内市はヘラ状のもので7寧にすデている 外出;土!日1，11i1仁i

おにハケ日t);~斡 4 什、下二;三部にもハケ 11 がわずかに終っている“胸部は欠矢している JJfì--i-， (土続選さ

れ，きめ継し金雲母が含まれる {己認は ìê定黄澄 2 は内 ìtJする杯-m~よりも外反する íJ紋部の方が長

くなっている。 IJZ字誌と杯郊のJ拝には浅い設が付く 内外!jiJ(之 j竿な?デt士f-，i)，阿部を欠たしてい

る J も 2 と同じ ~if)杉を三 Lている) 4はほ(.:i'10: *~) I汚にUiJし、た{本部月、ら三E:!互にL1縁が古ち上がるが

わずかに外反している 内外rM;よ汁が主主付され亡いるぐ 5は小ぶりな杯部て、あるが， 1I紋 7}‘垂!e(仁立

九kがり，端的かわずかに外反する{ly、Hijにハケ 11. 杯部トおにもわずかにハケ日が残る 6， 7;土

外反する口縁部が対い J~î+rになるもので，前者に ;1しわずる土;器である υ 品~ 12は服部で，外iニ弱〈古li

分vころ手干しがあるもの百， 12なとがある u 以 1''oH~í杯は先生後期11元素か戸、終末;かけとの資料である c

第51凶 1~7 に E町、した土24l土妓形の形態をもっ器て?と支i却である。 i と 3 はほぼ完形(] 1 (立外tl~

P守口

一日イム
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原7区出土土器実測図⑮(1 /4) 第51図

上部内側にもハウ調整が行われている。船上にほお[英ゃ金雲母が含まれる。 ftにタテグ〉粗いハケFl，

4 (土下端部は格円形を呈している。31ま胎土も組く作りも粗略で，2;まIと類似長よ形。設~ ~，土1ft.褐色 c

色調;土黄栂色c]卒に作られているが下端部を欠夫 Lている。飴CI:にはh英， J三石，金雲母が含まれ，

t音¥Iこ駒形の突Hl部をもち上部はわずかにj青山し，

中央に楕円形の字子しがナstJう弘前にあけられているじ外に開く科部には全体にデテ:こハケ日が調整さiLて

7はうじJfi.())文脚て、ある 16も5と額1Y、23形であるの

いるc

r-H.st端部¥'J:若J I土頚部がよくしまり，~552凶 1 ~. 4 I土口紋が jくJ'{)i三;二外!五ずるJ1~U室である【J

ハケロ調整され，内側も同様 Pある o !Jfil 丸くおさめられている 1 目同部{土A く ~ft1) I:B L， l!犯厚L，

21土LJ1'iZ1i書部が間取りされ主買部に断面三色調は浅l!{t:買を呈する。;こは石英， J乏+i，金会f手が合ま)，1.，

そのふi二にヘラ;]R工

共で「ハj~f:状に刻口が施されている c 頚吾jilこは腕I~ 2 cmの断頭方形の突較が巡る v 胸部は長く伸びる

-75 

口縁はタHこ聞き端部は、1'J1U二成形され，角形びJ笠破片で，復原rl径は51cmを測る。
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とfG'、われ，妥結として利用されど可能tlもある。胎土には石英を多く含み長石，金三三-l#:が混じるじ色

調lz明儲色.この資料[土丙新式とじて促え勺れるものごある r り可 7 i土大型~~奈の LJ録。 6 ♂〕復以口縁

径は5品5叫を減る J 凶，jくしたよりも外に跨〈と忠、打れる υ F司{jとも内側に j今iなハケ凶謂繋が行われ

ている c lIuJーは 6にわ英，長行，赤色粒ナを《?み， 7iょ t二j 英，長石，会主子手を合むつ 8(土鉢で n~ま裕

吉1':(;;:、'1'jl1で内(争 L，わ Fかに凹んでいる。外1立Hょ粗いハウ日fJit1tt，内面は弱いハケ回調存在が行われて

d ミる IJf;土には石英，長n，令雲母を合み，色調iょにぶい主殺と 下部にススがイ、j設しと， 'る 9(立

小干診の鉢で復I京1-1縁係13.2叩， {，?f '~J 5. 8crnをiJ1!iる乙応部(.l';i;1.で外にrJijくよう立ち上がり司 I 詰端部

は外{二傾くっ内面には炭化材、のものが付誇 Lているわ飴 !jーはよ三石，石英，会主ffをfTみ、色剥は!火

口色 U

底部 f第53;実11へ 13)

ここにfxi示したのは者の}誌と考えられるものであるコほとんどが子主主で， 4と7がわずかにあげ底

である。丹余りの t'6~lまlO， 12， 13である(ハケ臼による器F掃除ぞは 1，2， 6. 7で2， 6 i之内恒~J

ご行われているのこれらの以のめ!は 全体的に精選されきめ細かく，石英，長石p 金雲母が含まれ

亡し、るれ

古墳時代初頭の土器(第5，11:刻、 ~~56閃 1

節目i文i1 \13は布W:r~系の笠である、打線端部がI)J湾しながら、子J:IJ.tこ摘みぎみにおさめるものと.

外湾しながら約みぎみにおさめるものとに分けりれる r ょ.2 ¥土「く J字形に開いた口縁(土銅郊にか

けてヨゴナデされ， ;l~古I:flから納部内而(j:ヘラケズリが千J われているえ ~f; 1 こは石英P 長行，金雲母が

含まれる G 3 i土外側にハウ百調者ごハ 4i土!-1紙端古1; は ÞJ~ い l'~線が入 1) ， ~!~Jおは JL く張り IHiーコ頚部 J土タ

ブーに服部はヨコに継いハケH詞繋5れ，内担iji-iヘラケスリが行われどいと 5は口i宇部が長く大きく

外;ニリiきヨコナデ、外側l制部はヨコにハウ汀羽釜。 I人]側はヘラケスリが行われ，その十にハウ回調君事ー

が行われている 胎土には干!英， )毛{-]"，角閃石，金:てはが混じ:)，色調は波長強ご 6--8も類似形態

であるく 9， 101止は訴まが告!.<外iえした形態で内側面はハケ白調整が行われている-.H白土には石英，t三

11，令雲母を合J九色調は芯鰐 布地子誌の{.器かコ 12司13(工4とう員JJJ形慾である。

第~):J凶 I '--.9 t土111陰系の tT;u総長(である。円縁のドサ外投び外側明言fGはヨコナヂされる。籾部内部

はヘヲうえリで ~;j~ 性されている。 IJfけにはほとんどにイl!Ñ:.，長点、，会雲母が台、まれ.色調 J土にぶい穫

を呈する。~. 6;土?叫が7i'f也の L認と違 dってほ-:;てりとして尽くなってし、る" 10、 12は浅鉢である、

lりはじ縁が大烹くタい向き端子Wi土弱 i，_，rうみが{寸く u 才能告1$\-土ょくしまり 1何百5 は JL く張り nJl'~-') 内外とも

イテ仕上げ 肝けには石FI，長干1，会主汚を147みp 色調はにぶい長持 l.l(ま!J縁がわγかに外fy(L， 

堺市:はやや丸くおさまる c 内外にノ、ァLi:端?辛 口は11よりもは禄が外反する形で内民IJiiヨコナデ，外

側にはわずかにハう日が1.Jく fjfi'f-. (こは石英が多く，金雲i主l:が少し含まれる。 13\土口禄が!川:'~~j L!品部

(土}Lくおさめられている。外側L;淡から I百J;おこかけて継いハう自認撃が施され γ:もヨコ hr訂にナデ

;1号、J ている 頚部内約;こは主主ぎ討がゆj僚に伐る。拾土は精還され li'V;fi::と_<E雲母が混とり主主主将を

呈する c なとしてもよい形主主である二 ~4;立小形である c 直線的;こ外;こ協いた滋i詰しλ 尖;，ぎみにおさ

77~ー
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第56図 原 7区出土土器実測図⑮ (1/4) 

めら礼てしミる。 f人i慨に化粧 Eがかけられたようになっているが風化が告しい n岡部には]似の穿干しが

Qられる o JJti.-1-には十[英と赤E粒が日立ち金雲はも少L;誌とる ζ

主!~56Rll 、 131 ご[立:ljJ~ !~た上 J5l立高杯絢郊である ι 1 ~:=; I土比較的fd噺i部である、 1 iJ:Y;j'子しが iF:il 

fすきオしる c 昔話夫E立は J~11ヒ若しく，柱状内部はしぼり浪が見られるし lf;ijこは石英， tそれ¥:;it雲母がfT

まれるc 4-7は前名、より阿部が短<，前]端部しげ反するように聞き穿干しも 2--.) i&I')升もっと忠われL

る。 4i立内外茂に細かいハケ日調整が入る。 5のむ;犬音[5内側;こはしばぢ疫が見られる。 お ~13iま

-81-



胸部が短いー苦手であるつ 8可 1日， 11でその将1授が観察されるつ給には特選さ 1"L，れ員-，長石，金了、i5

を含み色調l土絞が多い。)よu-の資料(ま古j克時代1'l;頭のものである。

じむ原地区UIJの初鮮半島系の土器

71孟では朝鮮半烏系のJ:器は50点以上出 lしている 1:ま伝:立:L器不、の土~ifで it\ 子の部分である c

*'0 5 cm程IJf~り出した戸11犬は r-r くねで形成され.表l低に[ドヲ 1:11があり.やや十 )j に内法している。iI合 i

;こは行美子金主母が合まれ，色調l止外側が袴。 1J'lIi;jは以黒色を呈する。 21ま一韓系瓦質 1"，1;詳の帝であ

る， U禄[土匁く外liL，端部はJLくおさめられてし、る。外側の1J縁l自卜 l土ヨコナデされ， ~弘、ポヒ線が

見られる c j!fI1fi.iもヨコナデ， ij岡部にかけては半~h タタキ日で成形 L ， O. .1-O. 5mlll中高の横;;t線を需に巡

らしている。府部に耳を貼り fすけ'V-J1it二Lたトで，タテに穿孔しているつ内側にも貼り付け跡刀支援 t

がヮて残る。 3、5も平行タタキに織itA壊が人る彼片であるが，これらは前者よりも沈線の将が少し

広くなっている。 61主主主部の ν コ!?!見にあたり，細かな縄f市文Jが施され，その kに格、沈絞が巡るつ 7iま

縄凶タずキがずテに)5まされ，沈統、を巡らせているハ色i1J，lは灰色で軟質υ このヱ~~~は陶質 l 器。)れ]能性

8は頚itl51>Jけ校に，格了日のゲタヰを施し， その上に紛い沈静、を巡らしている u 色調は灰色で軟質。

日--191主総かな格ヲ「行状のタタキをJ1;誠lニィM沈線が泌されている 9は納部であるが許?に巡っている。

二礼らのごj若手のJJfi十一(こは uい{伊牧や会雲[:}が合ま;f"L，1St成;土秋tzで色掃はy，H色を;止する. 1出土器

表 rHll'立焼成 U く黒色である c 第581~120<j6 も:韓系の瓦質仁浮であるぺほこんどが格ずrIタケキを基

調にしている。;主総をもつものは211，2]， 23で， 211は絡背広か) 35\土球、形 Ij剤部に新lかな格 H~ yタキ

が施され，1'1英や内い砂中¥T，令雲母を含み，色誌，]1土!大I'J色を呈する c 第59fZl27i土法石を多量i二台、んだ

':0/2 ~良系 t 器であるハ 1-1紋 l立、[ï-J:L!ーに外に限り I~n L主卒、17¥:こ内i汚するれこの磁の土器はこれまでの認蛍でも

数例が出土しごいる o 38は小形の鉢;に U縁が外反し，、!とjUで1阿部はわずかに丸みをもっ♂制部には

*01 cm問i符で後j士総!が巡る今日fi.l~. (立精選され，赤色粒子が含まれる υ 色訴は外市1:1:灰色， 1付rmf土黒色

を号する。 391土原、4只出 1.0)琵LJ(ぷである c 外反した端部は終行し，浅い門科が入る.10も原 4I;{出

土で鉛部付け狭から脳部にかけてのう百官fで，細かな沌}mぇ;の[に認iいtt~沈線ノド巡る。焼成!よ良好で軟

買に1ftーがつどいるコ 42から，15は高元 1L{{l¥土の平行タタヰに沈線が巡るものυ431J平行タタキグJ1ft

みfFわせになって"'る 焼lをは片く !J;~蛍?土資促色を 313 する。 Xj:良系土 J:i7) 、. 4.11土裕子日ヂタヰで焼成

{土甘く黄渇色。 '-15tまぬ打タタキにj憎し、倹沈絞が人る。内面はヨコ 7デ.焼成l土良好で軟質.1人J夕、i百iど

も)火色。 46は原、 2区出!で主L質無文である。

1:U_の I 器は原 7Iえを主体に llO<:および{也の区からもわずかながら j'B 二 l..- ，巳、'~ i車@.f1Jjに分布するこ

とを示L，時五，1(均には弥生中完封後葉から後初にかけ亡であり， fbJIL土器Li山墳初頭まで併行して出土

するものとどえられる υ

82 一一
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:5).1阜、地区iH土の石器(第的ISJJ 治時1図26)

ここに図示したのは以地区の各首ff1ぞ騒からは¥Iした石器である、 i、1"土石銭である) 1 i土2r<4

民からのn¥土で、iZj主式， 1iJlJ土手ijs唯一一ヶ]寧に仕仁tf-cいる 2 も +)~，jにの 角副長で良質の黒曜行を泊い

ている。 3l止必市;を欠失L，尖端部だけ残る。 71ベ8誕の!'H土。 4はよと下端部を欠尖するが.;たり

人 i)の恭郊をイf守する。良質の黒i県石を用いている。 G:d:: 7区U¥士ハこのMiXもin端部を欠くが， f扶任 sり)'?カう

人』打)r<J寧宇な針仕:Jけげd となる内 1単註日曜翠tわjに(は主不宇粍屯物が含主 f札L 島j内ノ付す i広辛のE原支千わ1をf使占泊かつ よ刀以)，、仁のhi依技iはまいすれ

も的、生の造物に混じって11¥士したものであふが，縄文時代の辛と考えら札る f

6 i土ffit!fィd主である c 良質ぴ)巣隈干{を素材として噌片側面から泌総調教を行い， J買おれこ傾斜しに打蔀

を形成している， I対側部を調E十人し，青山花状;二作り l明'~， *1B ~6メlJ 0) _it!] 1維を千7つえいるに1 樋状君!!維J反は 3

不残っている{(土台形石器かいお初w:n土了宇すとな剥維を加えているがー左側而は 2i同の打撃で説経

している" )}部は形成さ ;rl亡しるが'¥コや!苧みそもつごおりンヤープさがない 1区五ミヱからのtbj 

であるら 3 --26Li剥片jZ震である。 8--13;.ま縦長剥 j~ である Q 小百五の思~j，lÐFS撲を利用してるものが多

→ o5ー
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く{イ質から M てもお列伝と 1f えられる 14~2/1ì土不定形な主計J片である c 24は両市 l こ ~Jk~秩痕が残るが，

厚みがあり.本主票日iと官、われる 25，おはサヌカイトの剥片が縦にいj離されている J 側聞に1]然[白lを

残 jc，26はト端部が認められ)りだとして佼弔されて 'v'，るυサヌカイト 1，工島内に原産地は認めりれず，

島外から般へ品であろう

7区出土の石器 i第621ヌトt(}66凶)

ここに!;:(JノJ、しどのはi円石と緊わである。 ほとんとのh科はあ内に産tt-:jる玄武岩を使用 LTいる。

土両[宗がi!日み，側f1Hも研磨浪がえら九るひ重;さi銘記。 2は見書行として利用しているが，長側面の

F五J ;Z出品11 を ~ïィc1 として利 ill してし iる。京さ 1180g c 3. 7 I土1"1石で何IHjを利用 LCいるリ 4が56白阜の

ほかは 1120耳目ij後の重さであるわ 9(立内面が{円んごいるが，湾側関と長tQlJlliiのー而を百日わとし ζイ史m

している。宗さ1170g...1οJよ河市が11jlみff!IJj]J;立高交正?としてのi1U羽伎が認められる。 1000g， 11は1ぎTi

ClliOgc 12はやわ不整形であるが凶行と側面が厳正jとLて位同されている。 760立、 13は0'J{iで620

g" 14は円形の俸状の石を干!j)c目しているが途中でjiT札ている。 1--1市誌は[Lli石として使可jされ， ド端{ま

れ九欠き伎が見られるっ 15は二角形状の石を絞石と Lご使用している、 8岳7g () 16 マ J7L;i:~-手 i を fピ:m

I向び〕 端だけ !'~{ll として i 主)jJしている c 161;;:920g， 171土1220gごある"18. 19はた形のi"lfiで，

材l土J会eiln!である)18¥ま干欠AJjで， 'Fgm~nJ邑は28cm，尽き 15cmを混1J り， ZR さ 17. 75kgο191土長総!日130cm，

短缶j出25CJll.最大!亨iZ仰を溺:)，重さ J7， ，15kg，調理道4.，tのね皿[と 1[/えられるc

) LO---23i土机'f_Iで， 素材l土砂岩を使)cljしている一辺). 2幻!{はよ扇 ζ子l'小7形Iβ三Eぜ'1羽折?ず升一l'れている u 2ω01は土一方が1山到叫i耳取y文、 lり

されて

長方7形t杉手を♀;る o ，1 ':A両jとも h低式石石[とし亡利用され， 百J~こは長信Jl~石として利用された長H3j\も見りれる」

Kさ24cm，~:さ 8 cmを測るつ

24 _c 26は凝!火岩*の文5却であるに烏i勺の弥長時代のlE納:からは普遍11ワにnJ
:土 1/ており司占くからク

ド半jと呼ばれてきた， 40は内側に火を受けた跡が観保きれる。設さは3.GGkgである c25， 26は一角形

状をピ L，長l丸山正多-TL交である。 25';士重さ2，18kg，26が2，06kgであるや

27~<31!土h 喧 rである乙 27は i三五「形の只引を加工してし、る仁雨前からうすく .?î討さ上iT，メJ!\pl土門一刀

に仕上げつれるつ端部は半月形に代!ょげられているがタ片山を欠く η 学孔i之内面から剥げられ 21e"i，J 

〈ッ 28はうだ111i"{貨をi向jI(，Iから研磨し，半月形を唱するが 半分以 iを欠1とする。 3も半JH三を雫し，

filll-rf~Î 司、ら研ざ JJtl51土 T:h-J りとなるつ穿.fL郊がわ「かに残り，半分、以上を欠ブくするニ石支はあすき色をし

た安山岩です1J;手と考えりれる， 30， 31は出J1[-!1からfiJlかれた災計の破片である。石全兼0)日ffi色汗:も考

えられるっ 32<15は，安111fiをうすい板状に♀iJ2ぎ，同級に打撃調整を加えているc 寸~M1~ 、j"宇 j 梨イ[斧

の感もあるが，ぞト t4hJZの米製品の ilJ 古ët上が向い。 36は ~f :b-;~誌で全体が~Hに研磨され h'[íHl土日!ん

でいる。jï.ljnTI も丸く r伺 Jr~ り仕上げ、されごいる c がい7 としごのJlE主も考えられるがマ ム j必，不明 iiii:iと

するυ:37は納長い桁'1よな[1、告を利用しているつト端ロ11Jま}Lく， ド部は両)J仕 fげになり，ノミ明石斧

とも考えらl.Lる。

38--41は七銭でめる ν38iよ敦賀のぬ平桔円形の安山5-('1:11側誌に filI置かり打撃を加え列車並してい
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原地[R出土石器実測図 (1/2，第67図

く二二三〉

る(， mさ165.4g である υ39はやや厚みをもっ楕円形の安 !IJ寅石N~~C'.長仰j而に利い引j離を行っただ

十字形iこえ~ITI 1"、i青が主11まれた切日けである。 40，4l!土ともに全体を細長い袴円形のliJfIi'i整形した上に，

種ではな)iおのljqこキラキラJtるものが含まれていることからァわ持であるの石貨はきめ細かく，

いかと思われる"42;土砂先手ラグビー不ー )~;jk:こ仕 ì-_ i -j二長職の阿端部を鼓h状iこ使出している。ヨ主

さ199.4g 'C'あるぶ

6区，!H士の石dAである 431立砂有賀の石庖 n度庁で，手干しが lfi需克られる p 伴ir問は第り711iは原 5，

:; Iヌ主主!寝からの出土。 15はほイゴで主主白刃苦s(土河メJ:二社 kげられ，すがはF高丸}i:Jf;を与fする Uうすく?

4lliIを使用している。長さ 14.5cm，享さ3.3四lを;則 1)]1¥行としては小形で色のね紋右を方形iこ整え，

ある 46もmわであるが，大1践の砥石び〉割れたものを再利用している〔裏i!nに ξの砥跡が秘方向lこ残

る。 li:1l百は中央が ~ìl んでいるが，沈j眠状に尚一がれた跡も見られる。仏 lまれ剣の 部である。両側は.

向間から{i)fii脅されレ/ズ状を弔する。石23は頁計℃これまごJjJ~ 0) j士澄跡ぜ出土する'41')EIと 放する

るJその他の造物(第6S図 1，.10、
2i正廃$1")てあ官はおえている。重ーさ2.3g1は長さ 3C!ll， 1 . 4 i土打茎の ~i同数で，身に縞がつく c

豆;さ三6g"刀、ヒ 3.'片:土 7区長さ4.3cm3ま尖端部をわずかに欠失するが，重;さ3.5z長さ3.7cm，

5i土古割問銭片で，豆さ1.7 g (' からの出!、 'jI土2区からのi!l土で i、端部が折れているつ長さ32cn，

6;土鍛造的、斧iHトのおう子が残っているしイしは員かせずつぶれている。おそらく小]f5，tち製縫と官、われる。

7l丘表土7トと考えられるが，端部が1早いので 1也の/用途も考えられるに側面は折れ白けられている〈

;会1:4ーカ巧~i耳~(i) 2-::/l 7 !土鹿角を干IJITlし/ごつり針と忠われる o ~ LJ字形に教)隠され，らの出 1.である。

91エラクャ

そろばん三こ近<.怒り出し部と以対方向から火が員:;m

-94ー

SJ土 :n~日1J1ふ号lま1:製投弾cg， ら区貝層Il!fIJ:.:o')ている 去をもの部分は寄りり l討されている r

ピーボール状で rilij~古が尖ると 10は仁裂で，
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する。重き50g'ごあるつ

ガラス小玉{第69図 70問、

ここに凶示したがヲス小玉は 7I){~ 3の?待以;ト落ち込む部分からのiii二しで 1m以内(乃範凶から27

5 i凶が集1.1'している c 楚村らしきものも見当たらないことから，祭中主に関係することもず恕されるc

色調1;1育緑色が多く，日音青色ゃくすんだ緑青色となっているコ

当8























































仁平成11年度不候地区の調査

(1) 調査概要(第71PXL第7'.!.図j

マゆえ10年 J:tの船着き場付近7J(~告等状況調まをで lま足跡、の l_~j 心;二{す置する (ìl{i;の~~JIli部?の i!~辿にお

いて，多重環濠のうちの l木を fif認したのこの結栄を受lT，さらに環濠とこの瓦1"μの状泌を位認する

ため で成11年6月21H" 平成11'↓~ 7月13日;二範図路認調査を実施Lた J 調査いは10mX30mを設定

し可 300m" を ~!fJft したc

基本七層 ii:， 1腎lまにぶい褐色の呪1+"")水凶作j層ごある r; 2 a 習は灰褐色ご攻庄の;j(ffIの I照づ二

であるご 2b層(訂正泣から近代にかけての水!UU)十信!と考えり にぷい品、it)色をし工いる〕東側

ほと多くの小磯の浪人が見られたが，これはこの層の|、に;存拘ーする弥生時代中期;ご撚られた深濠によ

る務宅込みを|坊ぐための1天であると窓、われる、 2c層は;J、燦の混入はほとんど無く， 1:主化，;)j(色をし

ている~-， 3 a f言は淡偽!ポ色び)粘質土子中 11トに埋めとてられた水111と考えられる ~) b ，;r~ Lii.-!iftの水rn

で樹氏色桁質 l''cある':， 3 c 寝(土日台J:I(色粘 jt.-1 ご r~'W時代の水 :JI である :5 a)冒・ 5b婦はIl1i'Jュョ跡

Vrられた，弥生時代後おjから占lrt止;代前期にかけての水LUで Qa寝i土!夫前色Wi賃上， 5 b ji!~j が暗!火

黄色粕質 iである 5c l百 l 土 ìUiiJfJ直汗 1，レ~GCl) :→ぷい長12色を L~!と防篠宮である J

(2) 遺構 f第73m)

CuIH;'IITX丘

iHjijf遣は. 1条検出したっ現存の中毒折、'ilの支流に相当し右カら;1む;こ向かつて流れて Lミたものと足、

われる、確認できた敢然部で深さ約 1mである c 平成lO.q度の船者き場付近;J(j路寺山冗調査C夜・ D

Ixで確認しだi;i1J に然がるものであり 不司写生、ばにおいては東出刀〉らi弓沫部仕の 誌を将zd".'1し七が，

Uli/-:f: (土確認でき去かった。王子足立10"1一度の粛をご[土. 東l"!t:付近かり弥:三時代r!lt拐の造物 "(d'司ミ1ド央部と

K:Iわれるか11長部でI]!r宇時代後月iの造物を縫?とt. この18i可巡;土庁l抵]以降内然主主没していき，後具fJiこは

中央部のみは;1主が残")ごい式三者えレコれた 今凶，河近内の中層 J層からは吟任一時代後期の 1苦手や

布fiF7式!器が出!しているにまた，定f末>1'見寄りを除いて Jk本的に刀、平堆を見せ，需主浮 0)泌入物も

ないため， liJiElidti 年同 fè1~r況から占境時代前期にかけて沌め立てられて，水LUが台まれていたと考

えられる。さらには>1'屈は東岸刀、らしはりくノj、半j住もそをした後，河川;こ向かっご落ら込むが， この務

ち込みはノ五回♂〕民排水のため，議，~(j)f下おはないが，故昔、に河原を埋めF2L た可能性が考えられる。

{さf';i4.肉 l

;夜(え三条を確認? 1 --~-i~l U:. rt局室ILの東y請をかすめ亡Jとから南ヘノじる 籾約.3m，深さ約60

mを;，n!Jf} ，長さ1)'IJ12mを経認した。 2ぢt去は. 1号ぐ去のi'li然を 2mへ 3mゆ;れて{イじく jヒから伴iへ走

る 幅約 2m50cm，深さがJ90cmを説uりう長さ約lOm50cfi1号待認した 深さの差は，原地J74が京の台地

から山?のIHι:1;'足;二[ii]15' .')て傾斜 Lていたことの表れと考えられる♂王立イ一二(t，l託手ri30/.fi¥の湿j1主主主-i%に

~る刻平をこをけ， ど粂上場の Lベル左はほとんどないが，掘られた:ひいよよ号r孟がよりおい{立援から
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4c褐灰色粘質土層

4d黄灰色砂磯麿

5a灰黄色粘質土層
5b日昔灰黄色粘質土層

5cにぷい黄樫色砂聖書麗

6a磯、炭化物混暗褐灰色土層

的灰褐色土層

6c1正黄褐色粘質土層

7a磯・炭化物混赤灰色土層

7b橋灰色土尉

7cにぷぃ燈色土層

7d淡褐灰色二i膳
7e黄灰色粘質土層

71にぷい黄精魚土層

7g ~音灰黄色粘質土層

1 にぶい褐色土層

2a灰褐色土層

2bにぷぃ赤褐色土層

2c褐灰色士鼠

3a褐灰色粘質土層

3b!聾i思褐灰色粘質土層

3c炭化物混暗灰色粘質士層

3d磯jft褐灰色土層

3e炭化物混褐灰色粘質土層

31灰賞褐色粘質土磨

4a炭化物混褐灰色粘質土層

4b灰色粘質土窟

6.2m 

3，η 

二二4

調査区北壁土層凶 (1/60)

一:...:....:.::.:

第72図

エ…ー

。
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持iP)j主まれていたものと忠わlLる。

2条ともに下層から須玖E式 1..~:fが出上し 1 J'J-主義の t 層と 2 号濠の中層から弥生H~イt佼到の二十35

が 1号濠1.7)上層の一部とと号濠の仁寝からは弥生時代終末期や布叫式 i認が出 1.じCいる。また土

層の状況からみて，この 2条の濠:5弥生時代IJ'郊に掘られて 旦埋没した後弥生時代後期に拘iりi古ー

され， ~:F~j二時代終末期から古墳時代前郊にかけて iヰび埋没しにものと考えられる。

さらに位置からみて遺跡の1ド心である台地を防御ずるために掘られたり命生時代中郊の多重潔漆の一

昔じであり号?手が内議 2り泌が，t，誌にあたり，平成1Oi!二度の船着き場付近水路等状況調堂Clxで

経認した弥生時代'1'j切の漆が外t豪にあたると考えられる。

(1)?諸(者573凶)

殺は条検 出したc 幅約190cm，深さ約80cm，長さ約10mを雄認した、 i白河道内を i可道の東洋;こ

沿うような7Pで， ~じ北河から南南東l 二 7mほと l由一 jíí;した後，東に向コて 3m忘る{) ~-.i:& 101i 度の船着

き場付近;j(路等状況調査C12<:-('線認した主境時代目立HiJの滑に繋がるものごある。

俸の東岸南端付近から占墳時代前郊のさ警が掠え皆かれたような状獲で出上した。何らかの祭犯行為

が行なわれたものと思われる I また，このj茸は i日 ρT:i亘 l人jの弥生時代後期jから iSI1~U守イt ，lii!羽に18がJj主内

を収め守てて件まれた水IIJI記から切り込んで法られているので.この水UJのための肘排水路として撮

られ， idJじく点墳時代日間!J]に埋没Lたものと考えられる A

(互)その他(第73凶)

IHM道と 2号局こに間をiJl心に.体生時代rj1;切から後郊のものと思われるね穴状ノトパ群を検出 Lた〈

O 
ζ孟二二ニニ

第73函遺構配置図(1 /200) 
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第九図濠土層図(1 /40) 

12臼

1砂磯・炭化物混黒褐色土層
2 砂磯・炭化物混諮褐色土層
3a炭化物混淡褐灰色土層
3b炭化物混灰褐色土層

1炭化物混赤灰色士震
2a暗褐灰色士層
2b淡褐灰色士麗
2c灰褐色土層
3a黄灰色粘質士震
3b灰色粘質士虜



13) 遺物

ノパロ!のji!tu脊でlムコンテナ52箱分17，756点の産物が出}した。ーの数量的な[人j訳は，土25・陶銭Gif

17， 127点 石器 伝製品627/J，金属昔日 21iJ，その他フド円， F式2討等がH¥土L亡いる。造物の大半を rと

める土長，陶磁誌でから説明を行う。

心土器ー防総rr:f

1号!日河道出土土器 l第75.76肉)

1 ..~ 101土}~であるつ 1、4は， ，-く!字形u*:tσ〕点J血系王室であるザ 11.i， )j同郡がJJici中fJt(こ張りをも

っ倒卵形をノぶ~，♂J L ンズ状底が痕跡!，!jに決るもので，外:Al はハケメを fJl~ l i 1 'f<r:J-:J，ドをすデツケ状のケ

スリ行っている。 2¥J:. 1より長めのIi阿部で上半に長六経をもら，丸)去をなすっ外1Eti:lll"J r. T'まごナ

デ Y ケjえのケズリを施 L ，底面もケスリの後?デ{I上げしている。 !Jld ト半いみられるハケメ ~i検作方

向であり，外来系奈の影響と考え九れる、 ;1・U人郡山、千古1;を欠矢 4る護で，外ltiliま腕仁Tにハケ

メが;，えるが， 卜:r.首|〉l土十デツケ状のケズ 1)を施している(' 4 ~土， 8阿部 l ご~t;\I，吋長りをも J ているの l

2 ' 4が灰主主総色， 3がにぶL、松色の色調で， JJfi 1"_ ~こ:2 3が行英ー長石・金ittn人 4が石長・長正i

-金浜母ー角!Xlf-i， 1 が石英・長石・ _12~雲母 e 角 i丈!イイ. 1))、色i'i:Tを合心、 L いずれも!Va弱から/HJ二c

5 -1りは，外来系の素である.:; 5;j:，メleTがりの和二かいタタキをもっ蒸で，腕 i、端はタタヰーをナデ

消し. 内而:は土しu縁音部15とi制l問内音部!日sびの〉屈II出山:日泊JI凶3部1五:ま vでごラスリ 7が7デ、施さオれLど

茨校色の色色，訪調]で， Ii飴胎吉台;リ|一;にこ石失 長石， J角与河J!閃;K勾，~石を含む〆 6 . 7 (は土， 抗布-jt伺了百i式{似ぜ頃n同口吋i幸芋禁F霊Aである P 外函iは土， 6が

持泌ilJ)迫か、いハケメを7ナ一デ消し 7;はま「?芋「F11清j掃詰にf行u七一アている 6が灰白色，7かにぶい松包の色調で 胎上に"

が石英・長行赤色砂 7が石4f.長石ーくi;:雲母 角~:]行を合む。 9-10は布fg式発であるれ :J民 r1之

に8が 3条， 9か2条， 10が i 条の沈線がはいるも 8 刀 f収業褐'G~ ， 9がにぶi，.d 黄花:色 ]0が~ ，，:;.: 1. 

色の色調で， ，1古土に 8・10が石英， fι)"":1 . ~;:雲母， 9 元';'~: I英・長石・金苦 ，j!] 1勾石を含む 5-]0

は， '~\-9' tl も IV a~'から tH .1した ν

11 ' 121土骨量ごある日 11 は，球7f~o)/q同誌のjぶu室で， U縁部を欠尖/，底Jloは111;:.--ンズ状底をなす

j大f寛子品色の色調で， JJfi -L:ご石英 長石唱会主主母を含む、 illc居!日土。 12l±，球形の!J阿部のrJ、:I表で，

底部ι手凸し〆ズ;IJUi"をなすり応宿 i主，ケズ i)nNti デ仕上げされる r 松f立の色1I~で， Jjfi_ L(こ石失・長

石。 1t雲Ijを合む 1¥1a X":t f-h .J-~ 

13は，ギJ/Eで擁Jf:;の鉢1てゐる五黄淘の色説で， F.fi上に行35 長石 金袋号:・ frJ閃石を含む lVa 

料J村 L--，1，1 i土.椀}I予のj'r音ilをもっ高杯で可柱;[J.、誌のi¥iHij}工を欠尖している c てF冶に11とげといるが，

11、外部 iまわりとでこぼこしている，こぶし黄栓色の色 ~i);i.c ， }~fì ，-.-1二に石iE 長石をffむの孔ヂ b回出土c

以上の Iり1口f司進出 :1若手は， !v 3!ぎに了マ墳時代初頭郊の土器がまとま"-)、 jLfII~ I ごいごマイ可よノt、

び)祭最1;がなされ式可能性をもっている一

1 号濠出土土器(らf~í7 ・ 78肉)

1 、iO lよ 1 居 11\ 1:1 誌である~， 1 --;1 (ま笑である) .1 (土， ~lli先形口;まの須]-)f， II犬の奈さ，絞りを

もっfJ~J ，g:ß ;.二対して 6~fÚjが低しずんぐりと Lた形状をなすぶい絞色の色調， 胎l~こ石長・長石

-130ー
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r1号式外方にヘラ痕が残る。にぶし。2 ム跳ねト;~'口主誌の揺である〈薄手っくりで司. ~主雲 F]: を含むつ

「く」字形υ縁の室で.後初i}o"4と3l之，外湾ずる極包J)t:，謝で，飴J:iこ1'1英ー長石・金主主fヨトを合も〈

'1 '土，布iLJ式のき堅であ月一ì~L(二石英 長11 赤色砂を含むiこぶい彩色の色調で，斜のものであ九つ

郊外部に ;;t~gitが i 条 l止し 1 る G tf色の色調で， JJfi t にイ'-i7J~ .長石・会雲fif..品、色砂を台む。l，; 

6は， E耳1河れ絞ァト内湾ぎみに ~tn く同Itlする夜fi""U.r玄壷である c5 . (i (ま，;)~抗は月一主主壷である J

6がにぶい盤色の色調で思双方ともに胎土にぶ5 が lこぶし斗占ミキ笠在-~， 界に関，'jjjj三角形の突帯をつける c

u縁端古pを丸くおさめてい円4475ミ「く」宇)[，;ご外ばする!よIi蛮ご，7は，英長石余Z売りを含む、

8 iJ:， 4ifj治不:である 1 球Ji予の柄郊に円~Æ~丈び))戊

これらの査は，後初日江主:段階の資料で部がつく c ，こぶ"lff{格色の包ヨ司で， J'古1，，:干1英ー J三千iを合7むc

るυ にぶい桜色の色調ご，治土に石英・長石を含むの

ある。

9 (:!:，村;自1;干、!二から村正にお1仁半の絞汁である :不五113)1-1 ~-î !ま〆、ヶー粍状吉s{ま9 ' 101;i:， ，吉j村、寸ある

ユンタテミガキされる i にぶし、J計三むの色謝ご. 11fi -[に fi'7と 長石， flJ Illh ' d，、1L~1i1;をfrむつ 10i人

強〈照的する千百部を欠失している c にぶい経色の色調で， ij台士にわ一夜 長行タンス状の柱状部片で，

9は弥生後間後半 10i手布程式にi'j'う資料とある。-功、色砂を含む。

iコ、ヒの 1号i最 I層出!資料は，弥生'1'以後半、 7ヤ古前期までの資料を含むが 段期になって掘り出;

2
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11， 161土， 日層出士上器である， 11¥13はj勤先形rH訟で， u縁「にIMilfti三角形の突帯をつける須王九

百式の斐である 11・13がにぶいよ長袴色. 12がにぶい整色の色調で，Jit上に12.Llがち英・長石 赤

色砂， 11が石英・長打 全会母売会U勺 14U:.跳ね l二ifll絞ul棄であるc 薄手っくりで府部外商lZ

ハラメをナデ消し{t 1~:T' ， r勾而はギ滑なナデイ土 I~ げされる v にぷし叶せf立の色調で， tJfi -1 .̂ ~こ石英ー長石

ー会雲母ー赤色砂を f~( む。 15は，丹塗の袋状口縁奈の r:頭部H である。 3可否1I外聞は縦f立に H言丈を施し，

[!-)函には 1~1主り浜がみられる。 1らは， LJ縁ド、I 力が突出する汲出式の努桁r1縁片であるぐ器百]1ょ t，.j>'仕

上:fされ，穏色の色調をlEL. ~.白土に早J~ ~;)t 長石 全雲匂を合むら

以上の 1~}濠 E 層，'1:+.土器 lム弥生1\1期後半の資料であり誌が抑制されて矧没して後期 lこ採り i皇

した ii%~¥ご子主右ムした3室中旬と考えら i'Lる J

2号濠出土土器{第79・ぶ11苅j

1、 9I土，塁悪であるハ 1 . 2 I土鋤先形[j縁の棄で， 11縁下lこ断l百三角形の突帝をつける。 iは， Ij 

緑内方の突I.l!:部に 3Í';~1所の主I[ EJを紘 Lている。両手千ともにlこぶし、費総色の色孤立 ))1，1に干j英・長.fi

金三雲f止をfriむ。 1は須玖 I式新段階 建{玖日式占段階， 2;止ft]RJ;夕、ll;fiT段階の資料である。 3は， jt 

T品が尖った変形の鋤先nラロネ誌をな fが，籾;誌はハケメ，内前ii土平滑なナアプ仕上げされる二ぷい段色

の色f拘で，給二tiこ石英ー長石会雲iij:i)J、色{ゆをffむ合擬ilTIi立:1器と考えられる c 4・5は，跳ね上i-)'n

縁の発である。 41土，淳子ゥくりのはほ完JI;O:J索で， [制部に焼成後の穿Jしが認められる c m結1¥外向は

ラフな繋Jf~ ~C' IUl r.~1がみられ‘放 7ーデのような調整がなされているし上すにはハケメが終るが，下半部

は二次的な火虫丸によって風化し赤化している。|人JIIDは平滑にi1:上げられるつ底部は器体ιけし亡やや

小さくタ 下)点国l土少々あげ慌になっ亡いる 51よ上宇部Jiで 外両はハケメ.内[市はヤ滑ナF'iJ上げ。

4・5ともににぶい棺色の色調で， )J!; 1に41エfi!k: 長石 公雲母.n音褐色砂， 5 ¥土石英・長石・角

関石を含む 6~ 91人|くJ字形iこLI縁;が外!止するをである 6は 腕け立に胸部長大径をもち，

口紋端i郊を丸〈おさめ， ヂ!なの底部である v 外併はハケ，内面l土ユド滑なナデ{l:1:.: l'される η 後期訴棄

の資料である c i . 8 11. !J[lij部上半の破片で， uAま端部は間以りし平刊におさめている 後期前ド矧

の資料であろうか 9t土， ~阿部がラグど』球形をなす小形芸主である。町j部外EZJ土ハケメを干三宇都 7JC;ナ

デツウ;犬のケスリを{也L，内面はハウ潟撃の後にJ日オサーLおよ r;"'7ーデ行:ト(Jされている 9が後期後

半~古噴昔irm]の資料である c 6・7がにぷい自主燈色， 8が!大掲色， 9がUi白色の色調で !治上にいず

れも石英長祈 念雲母角閃石を含む。

10・11・13'討す徐広[[壷で， 12はnとセットになる品、である、 10は「く j'F形仁i縁の慌で，胸部中

í)í~ に長りをもっn 口訴事端部は丸くおさめ，内 Ìi のIffl 山部(ま尖りぎみであるつ l京 tfJ51 ji í<':にほおL~~塗り

の痕跡が認められる η ぷ厚いっくりで，手取りは重い。籾トードはヨコミ力、キ町腕ド半はタテミガキを

施す。 11・13i土口縁が「く J'{巧βに外湾しているが， 13は u了を、1'111にしており i-[jい様相を持ってい

る rJ縁 j一方には 2伺ずつ井!に細かし、王手孔が焼成前に2R1十られている。両者ともに，外部ーにはヨコミ

ガキを施!れ 10が氏主褐色， 1J・13がにぶい黄後色の色調で いずれも !ii土に石英 e 長石 会主主母を

含む込 11. 13が5rJ¥1:.中期後半の須玖E式、 lCが後期初IJl-If-[の資料であろう 141之、夜口蛮上半EE片であ
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る。 正方i土面取りされてとド却におさめている。{こぶいj'i!1景色の色摘す，胎 lに石失 長イ 1-'_~雲母を

含む。 f走郊後'1'--，古墳前期初頭の資料であろうかゴ

12!土. 1.3とセソトになる丹塗薮である 障令状をな I~ ， 21~ずつ対 iこ小さなZFJしが;焼成前 l こさEげら

れているつ(こぶしお黄楕色の色訴で， lJfi Jに石英・長石・金りーとお色砂を含む。

151土，椀形の fJ塗鉢である亡にぷい援色の色調で， IJi土t 下I-W:. -t之石 令2立母を合むど

10 

11 

。
』
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第80図 2号濠出土土器実測図②(1 /4) 
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hJ卜の 2号i豪lJlj土!器は I層かり 11， 1I層刀〉ら 7・8・9. 10町 E尽から lへ 6. 13， N民地、~.)

II ..13がtdlしてし、る、 H:lrト器からみると， l\恒j が中期夜半 m層 7う r r.+J;ザJ後半、彼~月初頭， II屈が

後期日íi 't'.子守 f古前知 1))郊の!時期 l 二 ~VJ話される したがってヲ匝層のなかで後間のfJaり i官Lの境界ライ

〆が推測できるつ

1号i書出土土器(第日11えl

ほほ完形のf主来系主主 PJちるつ!]~:五はやヤ外法 L，外j示に突出ぎみにおさめる υ 続行ilS iよf;IJtjrJ }i;をな L

て 底部;i土JL)J¥でめるυ外「号11主，蜘い干のハケを F'1' 2iliがす y"/うj大のケズリをDi与しごいるυ11，)，白は

J、ケ羽墜さ才Lている r 灰員総色の色調ご， ~おむこ石ヲ'> Jミ1::1‘角「局打を合む内占trt完ijJ-出1ちjゴタの資料で

あろうと

朝鮮半島系土器 l第8211;)

1 !土 i析 I訂 i可 HZのも~U況をつけた詩文士協LJ禄古1$ ト;ごあるわ器開í!.i:キ清 t二日仁?:ココれ， J方はやや

平戸;こ?と形されている吋浅黄桜色の色調で，治土;こ石英 JC;:1::1 .角向h を ~j~むい 13 1Lの!日河道の N

bかっ出!している 2は， IL'R --I-:*~蛍の 1日古:;ハであるご 7~而には縄背又;のタタキがiもされる。 P\日

色(!)色白Ijを呈する。 J] l[<. ]] Ji'i I:H : 

3 ~ll;え i均質ヒ it{f況の破片ごめる :3 .~.らは外'8，に元町かい、F行タケキが泌さ才L ， (] ~- il i土、HJタ

タキに;ι線ズト古むす 11!1.格子 flケタキのJ.に円然高11/)ミ話、かる.. (，j足方向の耳が欠損して!ぜ、るが， J:)Mi 

に 部殺ってし iる、色調(人!ゾミ色をfiする 13肉が 3 ・ 4り・ 9 がにぶい亦渇色 5 が，iJ(t~ 色をなす J

3 . (1が 2号濠 ]]1吾 .J 日が 2->j'i豪1.l語。 7が 1:1 

ばNb民i，品が 112区立 !I~i ， 9 V. r 12]ぇ]]3唇‘ 10が

I10区 IIbi~ ， 11が 1 9区Ub li"IiH 1'" 

相 文 i苦手は司 1 I})依に.擬trr:丈 I保安が2ワ添翠!苔

かっ lilj土しぐいる。(第 5同3)" 

三l{cít系瓦質 Lt;~(土之の他に 1 :3 rベE層から鉢hーが

w土してしミる〕

湾Jq土器{土 :3 -~-ll の 9 } ，~-， <lj 1ill : ::. #r止:表片が I6 

1辻E屑， 110[;<:]]層た無:え宥]l(Jiが 1III孟豆層からu¥

ょしていて，合計12J2が出土している「

-]38 

そ一三

/ 

。
』ニ=三

20cm 
」

第81図 1号溝上詰土土器実澱lliJ(1/4) 
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没;正i6~ 石製品(第お図へ第総図)

1 ~- 7は主醇イ{裂の遺物である c 6 を除いて!日誌'-i-6~同 ítかム縄文;時代の遺物と考えられる。 1 は，

~1を形尖gfi~号で 3 b tç;~ から U'\土しえ。 13g を計るハ 2iま台形様石器で，溝の}層かん出 1 した。 5.15

認をh十と)0 :3と 4:立ナイフ形石自主で町 3は 1-~~rB主 l 時， 4{土2b層から出土した，) :3は:3.2g， 4は

1O.6gを百1，る 5土石核で 2a ì\，~から rlll【土した c 9.8gを言lる。七十主は{也に 5↑同出 jしている。 6

i土無J手打製石鍬で， 3 a)¥弱から [1けした。 O.4gを計る。 7はピJ町スニ :T_スキーユ(管理Jf;:{l器) ごあ

る。 1ニ下からの剥高官が見られ， 1:下の打面 f刃在ij) は総状をなす 裏[古[は広範悶に臼然厄iを残してい

る、 2 a層カミら社)=1二したっ 29.1gを己「る c

8¥土有茎終裂{-:lq扶である。粘紋岩裂で♀思からrHjした。 5gを苦1るハ 9と10i主挺茎!空製行鍬ぜあ

る n ともに林板J;裂で 2 号濠 3 掛から ilU~ しだっれま3.2 g. 101土3.8gを言Iるコ 11l立前部や孔が確

認できないため燐製石告!Jと考えられるが，断面lちの形状から磨製ftえの日'fI定性もある。 2号濠2層昔、

ら出土した J 氏お裂で7δigを百lる。

12は蛤刃正7斧である。頁岩裂で241gを計るご 4(屑から出 iした， 13はノj、!型の蛤刀石斧である勺

点部はかなり風化を受け工いるじ頁j百号 220立を計り， 2 b層から出土した。1'1¥19:立行鎌ごある υ

素材はすべて民訟を使用している。 14が 1S"?善~2 層， 15・16が 4c居，げが4a層. 18が 1号濠 1I畜，

19が 2a層かり出土した。置さは14が41Jg. 1Gが49g， 16が奴J..lg. 17かL10g. 18が16.7ι ，19が

43.2gである

20から47は磁石ー理主石.I1JJ石である o 20・22・24.25.26・27. 30 . 31 . 32 . 33 . 34・35.お 37 

38(土中央に使用痕が見られるc また， 21 .23・24・2G・26. 27 . 28 . 29 . 30 . 32 . 33は続行の機訟

をもち， 35.36・381正絞石と磨むの， 34.37‘ :)9 . 40 . 41・12・43・，14. 4:1 . 46・47は終hの機!誌を

もっ. 25は上卜左右{こ， 27はやや上部品三右;こ扶りが入れられている。 iï~~i に松市，もじくは転用する

ためにIJi1[したものと考えられる。素材は全て去、武岩のI'J擦を使用しているζ20・28.29・31. 45 

%が 11<l罵.21.22・23・25.37・43・44が 1-jj-濠 I層， 2.1が 2サ禄3腎. 26・32.38が 2--0γま2腎，

27が :3a層， 30が l層， 33. 35 . 36 . 39 . 41・47が 4c鼠 31が pit35. 40， 42が 1~)漆 2 寝かり H!I

1:した{返さは， 20が320g， 21カ>'277g，三2が7α)g，23が280g，シ』が1，4は)g， 25が820立， 26が940

g， 27が7!(()g， 287I'240 g， 29が252g， 30が660g，317う玄330耳， 32が900耳， 337う潟反)耳， 3'Jカ"'8日)宮，

35が820g・36が526g，37が957g，38が1，960g， 39が415宮， 107デ6S0g ，41が645g， 427う'1，210g . 

，J3カむ160耳， ，1，:1が740g， 45カず367g， 46が580g， ，17均三日20gを言1，る{

481土凝灰宕製のチ13手である ο トιiliがぜ::絞J員しているが，望星勤〈や廃き等び)))日一L調整疫が残っている ρ

4 a層から!:h土した〉重さ 1，(αJgを百十る c

19:土凝灰{~.製のわ紹子 7t3 をじよ:支脚lt手石裂品である。地 jしで Jよ[クドイiJと呼ばれるハ 2 a唇から

出 LLた草き3，400gを計る J

日)は中低の砥イゴである u 砂岩を素材とし， 3，ミ月()gを計る 4a履から出土した。3Uuを使用して

いる
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(~令属製品 i第89じ~I)

1 は有茎のjお織とある。縞p 返刺ともに司Ij~京，-妓っている。現存長5]:mll，最大幅IO脚，最大i半5.5

mJl. !主さi.3gであるじ 2b層から出上した。

2:止袋状主主剤;をjJつ鍛造J:J;皇室である「墓古:途中から破損しており，袋;示、集部には木製柄の 部が残

ったままになっている c，-，克存長61"'11，設大幅li.5mm，最大原J6mo，重さ20.4耳である。 1~子会の 1 層

からiHゴニ Lt二。

(4)小結

最後に，今聞の範回線託、誠査の調育成果を簡単にまとめごみたい。

今i1uの誠査では，調呈1'1ズの来世1:j，遠路、の'1'心に{や[置する台地の材部分において 2条の濠を確認じたc

この 2 条のi豪l土台地の裾 i 添った )1三で北から守}にだる〔張、ヰ時代中拐の多室長~i衰の内の内濠，中L哀と

考えられる ν これまでの誠売で，台地の東側における弥生時代rl'矧か円後期の環濠:土広範1mに確認さ

れていたが，平成10年度{こ絞いて環濠を台地西側部分において確認することができだっヤ成10寺足互の

船有き場付近水路宇状況調査Cl>Zにおいて硲認されと弥とt:.時代中期の濠も，今19[0)2条のi豪より遠巻

きではあるが台地に添うように走っており，これが同じく弥生時代中郊の多重環濠の内と外ぷにあた

ると考えられゐハ

この 2条の濠l土，弥生時代中間IH二品nられて後日然埋没していりたと思われるが，弥生時代後期に揃

!) '1.宣された形跡も絡認 L た。子成11年度までの調資で，原のi土遺跡の低地1mにおいては ~B\~i 時代目'J

期末に日伎が始まり，抗生時代後期初減には終わってか地lこ築住することが明らかになっ亡いる。さ

らに平成10勺皮の船着き場付近水路等状況調査では.少なくとも台地北西部下の低地にJおいては，居

住が行なわれなくなった後 G条もの漆が張り巡らされて防御強化していることを総認した。弥f十時

代後期の，おそらくは|倭国大乱jの前哨戦から大乱ド至る'申一事(;"J緊張の高まけ等にJ差別とすると思

われるこのような状況 r'，環濠の掘り直しについても向山県肉が考えられる c

また，平成10年度給着き場付近;J<-I絡宇状況tiJiu売Cはで検lt¥Lたものに繋がるi日河j蓋と， l:~.r計三代前

郊のii与を検IHL tニοIfJÌ'J道は，平成10年!支給着き場付近水路等状況調奇 CIX においては京r~.{寄りの部

分から弥作時代'1'刻の遺物が;DJ床の中央部分と思われた場所から弥生時代後刻の遺:刊行1'，土した。こ

のため，日下生時代中期から始まる;'flf道がf宇都より訂炊埋没していく過程ぜ中央部が弥生時代役期まで

姥存して￥たものと考えられた。今岡の調交i主では :泳三と時代後期から円墳時代前WJ;こかけて水田に

するため珂めて:r.-(たと与えられる層;)a層 5 b層をi:I!JJ宣I付の寸:層ご確認することができた。 5b 

屈は河沼来岸から 6mほどは水千堆積した後，河床にi占jかつて落ち込t.，この溶ち込みの部分は，渓

t.~-~:等の人為的な跡は確認で主なかったが，氷出の問，41 ノJ乙のために古えまに珂Aめ残 L ている nJ能性が考え

られるごそのために oa 民によりこの落ち込みを矧め -:Þ~ てると， ;JzE8の!日排水のために新たに溝が掘

削されたと考えられるからであるつ

このような背景もあって，この点墳時代前期の溝はIHMi重心一選こ東i;去寄りにi):iiり易さとf4~;J主役も考

f呈して ふく国造営Jこ伴ってつくられたものと考えられる。
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5.平成11年度柏田・蓋ノ木地区の調査

(11 柏田地区の調査概要

1(11 ij地区 ('d浸眠、の南東部に{v嵩L，石fFI向域にあI:るc 北担I!には大II!古川メ芸tilGiう土問視i;にはイスラ

ム陶23や初)iJI中間貿易陶磁器が!Pdーした地区に接じている l

調官績は 5箇所設定したぺ]反は比較的役以焔と Lて1広明をとどめてしおるt聞に10mX20m(')rflif.hで

設?とした=掘ってみると， ど次fゅな畑の造成を交けており，造物包含思は削、y:されている。その授訴し

窃からは，弥作!器や;:~i恵器の，1、破片がIJlr~l. し 2区(正東から丙にi句かつてゆるやかに傾斜し， Iま

ぼ平担函をなすよmに5mX20mのffiif雪を設定した。この1:[民主，昭和51年度の範凶確認調脊の尽く，第90

図に図示 Lた弥眠中期の)1":口需が]似.ほほ荊~\【仁ずる汗:~"C: il1f土した第20試持u績が含まれる。調査の結

果，この土'6:f(:関する遺構は確認されなかう t~: が，柱穴が註j [Jlj :こ検出~ J."~7二コ全体的に弥生時代の包

f;;-持である黒色!-.I長lr7見られなかった。

しかし， lt~ 色料質 !I苦からは，台、形係石

器や-?U汁石器などi円七蒜I!切にの遺物がl11士

した。 3 ・ 4反はゆるい斜面の!屈で 4区が

ー喬高¥，~部分である〉耕作 iHの l' は埋め

土.も Lくは地山王なっており，遺物包合

隠はイft[しなし為。

日8J土交II!i主設に際援したぶ用に 2mX

2りmの函債で設定したp 地主の話によると，

この水田は昭和35年頃までは 2十;s)鰻Ilfi畑

であ--，たのを 1枚に造成したというっまた

平成 5年;こ安IiI J:j}設で宅地造成を行った[訟

に，発j泥説売を実施Lζ いるが，この時に

はお平rp持jの小児用台LJ安松寺、 1患が検Iti

されている。今日の2再生f!;<!ま，司if可の誠亮

一六 同 7
11111E 

10 20剖

第90図 昭和51年度第20試掘境出土の土器 (j主1より)

17:よりも jm杭北側にあたり，主主惜のl中lljが知11与されたが，経認ーごきなかったしかし，調存?壌の内

側寄りに部分的に宅色!層が凡られ，弥吐土佐主主点とれヅ;が検出され，イ士h+~語、の可能性が高 '0

(1〉土 I醤 (~92U必〆

遺物がj誉こして下車誌、されたのは 21Zと 5ぼである。 2区J土7cにも述べたように跡作上層の Fにすぐ

t，sj色 t層があり F この習に!H石苦手の遺物が包合されるが， {lll土佼i青は西側半分に1trjlする。また 3JR1

がj主山層である黄悩色村)'}{'I)~ を f-~i{ り込んで不定形な土墳が見りれたが達物は出仁しな:.. ~ 0 :)区は 1

居が耕作 tでど掛:止用め L，:1 J>~号は :Ji色土おがプロゾク状に人るが 1 1二村Fitr と考えられる 4 居 i土防

褐色粘質上層ご JE物はほとんど含まれないが，~，U IT，m石51J722七飯/デ 1 点品上 Lている。 5!~i\土空f褐
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柏田2・5区土層及び遺構実測図(1 /80) 第92図



包粘質!憾で地日l'ilとなり この層(土京から i九ヘ傾斜している

(2) 言ノ木地区の調査概嬰\~告93凶 l

首ノ木地!メはイCilJI日l域であ 1).遺跡の~，N阿部にあたるハ;品交iえの F告にはノト j 11111 がf\(;~:L. 商からは

丘陵が伸びる ま t~ !~y~' 'r1i (n!j (.土小さな谷状地形とな J ている この代Ji1Uこは 9tiIIPffの議交壌を設定したし

1・2f.Jはいiじぷ|けであるハ:2mX25mの↓li1絡を 2本設定しだo !W 手1152年の前夜では 2mX'~m(/)調

有壌から IEHi誇の資半'1が得られている 1 1": iよ日本生時代のill企層が約千され 衣土[宵 l'i こ t~色給22土

問があり， 1円'h{，~U~j 代の夕、[lillTI'7v イク類が出土手る 夜明:1は 部長近の造成による削ヂを受けてい

る 21xi土 2~の W.色土旨から弥生土佐び〕ノj、破片が数点目j i -. :.-た門 3憾のt;Sjfu結託土からは 11ヰInj緩，

iリ石器時代の台芳三+J石&;;0ヤアレイク訟がn.tfしている

3 [;U土浅"'i~i}d自712Lワ西側にら mX20m O) げn積を設定 L た この[1も畑の 2次的な造成を受けてい

る三厚い時め!の十 lこ，弥ほiJ'}1tの層と与えられる黒褐色十ム尉がJii績ずる「調保区のl耳寄りでは，丙

から中;へ傾斜した情状の遺慌が位 dれた E::J1立では浅く 'j，慢では v';-:tkになるが， tbャ遺物も

なく 人 r(!~ な i立慨になるのか不明であるハ

4・5は|弓 の水lJi (，こ 2mX2:)mのrt'ii:Yf、ご 2+二設定した Jιけてごは;1ヒiJ'::) r~qへかけど傾斜し 黒色

土市?のよか積も児られるが，造物(よ包frされない 51ベも 1，1じような IJ(1見であるが，北側 f土里色1:層も

詰Ijっれ匂地UJ ぐ現れるつら IL~ま F之氏い侍医科J，l， 5mO) -j~æ i: 2 m X20m c)討結で設定し7こ にこ

の lヌもほとんどが埋めまで包た腎が見られなし川法物 Li1H ，6 -Rif から近~~:i;高BÞz~ まで nfl土 4 る υ この水UJ

の北側むは11日稿152年. (';まがほおさすe，そのi吋fqtclょ箱式石棺墓が検出されている

7 ' 81支を設定Lた畑は現在では一枚に1'Hlliされてい之)/J三以前は三枚の'tillに分かれ ζいる ο 千成

7 e住皮ι1)石缶詰]の緊急百司容では 4，[1;j0'r (/)試初勝去、;町:!~ij (，こ;IZ7ζされτ;古代から近[11の資料がqn.られて、、

るc 7 f;.{;まi層が /1胃に区分(-j-2:hる刀工 涼めトからJ:':L世陶Mえが出 Lするのみであるハ記|辻{土!(J1 m 

FOヲ31吾ごめる青灰色粘Ft土居から渓水L 主ら 1=，1 ' 5隠とJilf¥; i進めたがp 造物は ，r~J' よれなか C，

た。ただ三層の五Eめ土からは， 1人nm に Jすが塗{すき才Lt，明、タ終点の察結佼h-1)~IILt した J j主iの話によ

ると以前に焔の造成'1'に土忍の絞片がHJたことを;'J!から間し、f己記憶があるということで，歪棺主主存h

の可能f主も考えられる 91XI土品区内 T~当初7ÍJm の的(二設定したがここも 2 次的な造成を受け造物íJ ;!i\

土せず;ミ1(1ーな結洪un'られなか〆 f:J

，I!cL 曽(百~94凶 J

主ノイ(i'Jt，xでは基本土慢がない 今回調貸した[ベJ告ではほとんどが 2;;:的這成を受けているためで

あるつその中で遺物lよJ1i土しなかったものの青と忠われる透憶が 3Vで終認さオし'1".:.，-， この束慢では

1 )i母ぴ〉刻作1.'醤の干に :3f言ぴ〕埋め-j'.nパターンであるが 3J;，呼l土総色仁fiA'が人り， ， J 層に黒褐色.t.-.F~

がよい責するがア本来ならば，こ才Lが弥生の包含慢である一そしてら九三のns掲Q，1'ii'告の均'11層へと続く。

こと九 1 
~い p よ， 三区で見られた石器を合も丸紅色」点号はふんわリとし じの時五で 31ぷの?とお土還とは返っ

ている。
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今後良好な包合同が検出この士ilii;さでは1111Cl需がlよい範凶で表1R1採集されてJ-311ずれにしても，

2 

~ 
M 

? 議議長
鵠麟離を

l
h
l
l
i
l
i
-
-
I
M
I
-
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¥ハハ
I
H
I
l
l
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j
l
l
i
f
t
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されることが郊待されよう υ

o 10cm 
トー--戸一「ー「一一T 一一→一一一一一 一--l

貰ノ木8区出土の土器実澱図 (1/2) 

3 

第95図

。芭ノ木 81メ出土の 1器(第95Pヌ1)

11立大沼の受で1s両日に断泊17JJ診l~ 4 i土81天埋め 1の中から，'lU したJ器で 21団体分と忠われる

の 'Y:t口な貼り付け ~~;;i;; を巡らしている ν 突売は[可むようにすテ調号室が行われ ， k!J 4 cm I#J F，吊 lz刻討がタ

ァ;こ施されている。外留には:fllvハケ [1が斜HI旬に討され， 1'1 r討は上書1¥が検方向に，腕部;は斜方向に

長手j.金雲母をftみ.色調は茶付されている c 内ifnには刀、すかにけ主主りの跡が残る。 iJriトには石英，

2 ;.ま1ji可否);こ断面ん形の!!占り付け突帯を巡らし，斜めに刻目をH2 -ι'1 ;土同 悩体とJ13われると褐色ョ

けている。内外i聞にはハケ日調整を丁寧に行っている c !i{i!にはわ英と金三きりが民立ヮて合まれてい

3の!λi迫jι〉
ム"， 3は外商が全体的に黒色で一部ススのイJ芯があるふ'吉sf黒色，る。色調(ま 2がF〔較から

にはわずかな丹塗りの跡が観察できる

この一群の土25lま妥結の破J十で，時期的;こは ~h~~t:.終J4iニ iヒ定できょう U
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(ミ〉ロノ木地区HII土の石器(第96図、第98EZJ) 

1は:3li， 3寝からの出オで県日記干[を利用した扶り人りの打製石説法，縄文時代の所産と思われる， 2 

はずイ 7)f;石器の先端部が欠失したもの fe部は'}c2i') ，両i$Jには刃渋しの7ランティングがわわれて

いる。良好の黒懐石を利用コ出土務円 J訟の内礁のす官を半割 t~， ，片面に II然古討を銭す。 仁 I~Hこ打撃剥

撃を加えながら縦長剥片を剥離している。手l't!iは灰色がかった思l礎石である。三次 4明からの(11，'-J今0

4 は~*黒の黒隠れドH撲を手1j)f1 Lた石粉、である c J:i:加は斜めに打撃剥離をわい，材育長に剥難じている J

従うて形状は不定-}f;で-'I~:i; に 1'1 然凶を残す 51王子J形禄石器と思われ白'Î1lliJ illiには)Ji.立し力日 Lが践

してあるが， fj ~人:副が残っており来製IV1かもしれない。 6 、 13は台形およびff形様石器であるの 6 は

11/11長出土。!久包Lの::iAH荏石を利用 c ~t誌は]京なもj離を行い， )]吉弘がま措くなる所で欠失Lている

7はわずかに不純物を介む県日程Tiで，刻表振の際に段差が生とている。ぽの辻型といわれるものに近い

形態であるの 8 は台汁~~~リを与干し，表l自Ii主メJ部方向を 1 [i:~と墓古E を 3 同に分け剥離しているつ法i拐の

右はうす<， Jl阻il土)早いが，丁寧にえj渋Lがれわれている、行賞{ま)火色の黒H事イ 1--("不純物を合む 9

1土黒摂石の表面iに近い部分を利用しているため l{.~部片側面に自然面が残る。メJ部はま十fJ し，使用疫が

認められる。 3I;{ 1 fr;q rH土。 10は i奈黒の良質の黒曜石を利}目。刃 ';:m は;色、角度ご傾斜し，切り H1 し JI~ナ

イフとしてよいかもしれな'v¥" }リ漬Lは基部両信11に「寧lこ行っている。 61メ 2r~ Ir1ドi土門1l1:i:メJ部がや

や斜めに内湾する感じにイ上 Lげられ át';:吊;立長く断河台形j)、を:T~. L，メJi貴しも剥離が行われている F

31><4層出['" 12は10と形態的に煩似しているc 良質のf号、i磁石を利用 L，刃1;sもシャーブごある)ナ

イフ型石器としてま足えられるか。 6I!<: 1 届出 i心 131土基部で刃の部分が欠尖している~' Lかし残つで

いる部分:土r半、な溺裁が行われている

14，29はおl片演である r 剥片が←喬王とまって繋騒が、強からIH土ーしたのは 1' 2区であるの全体的

には良質の黒曜行Pi燃が利用され， 19， 22，μのように!当然回が残る。縦長利用の剥Ij)十が多い中で，

18， 191土円形に列島f加 1され，ラーノドスクレノトーとして使用されている J 23は f面に数回の打撃が加

えられ亡いるが.裏面iは械かん若Ij再任され，不定形である c サヌカイト製の剥片も凡られるの 15，25、

29がそうである 25は戸!討に自然防をタミし， 1 I国の打撃で縦長に草Ij離きれて lいる。 使用浪は篠認さ才L

ごとい吋 28は片面は 11白iのjJ撃でJ牧草され， もう i而は数日の打撃で剥離され， 昔日にi'1!1¥ j~íが終る七

この剥片には左側同]に使用疫が認められる。 291ま厚みのある剥Jtで f一安剥離HiH土核お!ぎである， {I明

辺には数回の打撃で剥離が行われているが，石器の14をなしていないので来製品と思われるじ

t:J、!の石器lr('は 1，6 L<: 0)範住tIご出上したものであり， lu石綜の泣物が丘、い続開に分布しているこ

とが確認されたが，つライマリ な層からの出 I~ i土1' 21Zに限られた。また.1316の点では良質な

黒曜石とサヌカイトが利郎されており，烏外注のものを殺人したと考えられる 3

ill 長崎県文化/吋調査報告書員';31集 1阪のよ遺跡J長崎県教育委員会 1977 
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第96s1 董ノ木地区出土石実澱図出(1 /2) 
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百ま とめ

平成10年度から平成11年)支(二実施した 1似のj上遺跡調託事業jについては，調脊11也区の概要と遺稿

遺物についての説明を行った〔今何の翻弄対象は，台地つけ』良部分の大JlIJ血I!Zで椛認さ札ていた出

f(の遺物、すがどこまで範附を拡げるのか，また新たな発足につながるのかこいつ点と，これまでの認

をで確認されている荒城が南側までt!.ムがるのかという日 flgをもって行われたり

子成 61fに実施された段遊説、中高工事lこ伴う制変では，これまで原のj土遺跡に見られなかった新しい

発見があったο それは，初期j貿易陶磁の出L:~Cある。 内容は越州j祭系育1必.lコ磁・長沙窯三五陶磁に加

え，五1産の洛丙系縁結陶器や中;海系の!夫粒陶磁が含まれ，北部九州、|のすd七1宣跡の出!例から比絞しで

も高いといえ 7 壱岐の特殊性が考えられる。今回は， さらにこれらの資判に加え，イスラムド司社主の川

Jーがめり，その虫、議が問われるこことなったc

出土遺物詩、ら時期的;こは 8'in紀かり10世紀頃が考えられるが，これを文献上から検討してみると，

壱岐には古境時代から，壱自主氏が台11U1/ ， 現在の問分寺に白分のi王寺を提供したとあす，発~f.Jj調奪に

よって寺域の拡がりがl'在認されている c また壱岐氏。〕居館Eりかも特定され1いるが，国府制、がとこに該

当するかとなると.不iVJな}，~.\も多いのである υ 「延喜式J によれば， ~!I{支島は下悶に 1((渡づけられF

壱岐郡と石田tm~，二分かれぐいる υ さらに手11"1'， 1舎では壱岐部;は風半!日に那賀郷，伊宅郷など 7 郷から成

;) ，石田!m;ま物部部. Kjιtt~1$など 4 郷から bX;札同府は石田55にありとしている。石同部には íJ亘書

式j 兵部式にを岐忌釈馬を[笈i品名内疋!としており，勝4(~:Jの liir須 i まで絞いごいる。{夏通駅家

と刊一定される小寸:名に 15勇9:t:-Uのfili.;わが今も残っているので， 二のJ;.lH土現在の印J昌吉浴を兄下よ所に

あり，長j立イヲ[J]IhJ教育委員会の発術調査においとも越チ!'!祭陶磁などが出 iーしており間違いないと思わ

れるの 現在の津ノ認を絞て，大)11地反までは約 1kmの~[i凝である円

向洋fO)所イ十地については，壱岐氏の本拠地図分にあったのではなしサミとし寸説や， 1最岳制!の烈!神村

に「壱岐 /宮印論大明神jがi置かれているところから，この周辺とも考えられているが，とちらに

しろ決定的な託拠ぱなしらしかし 大J11地下更でまとまった古代の遺構や遺物が出 lしたことで.公的

な施設が存在したことは確かなようで，ヨ互に雨的な誠恋を行っていくことによっー乙解決の糸r1はつか

めよう」

1~1'1tの面上した請をj震の約五)Om北側の 8 灰からは，会トめに ríli った所に礁を貼りつけた集石が硲d、

されたが，この地区は'1'U止まで Fるのごはないかと忠われる。 IロJ!二戸~I に桝述柱の柱穴も位置し，建物

と イ本となっと泣擦と苧えられるつ当初は大JII地下互の慕地がここにも及んだのではないかと忠わilた

が，確認されたのは，弥吋A 中期jの3貝玖E式の合口小児淫棺 l基だけの出 jでヲ義主主i土i;Lがっていない

ことが判明したn また弥陀時代の包含層はかなり削干され，ほとんとさ遺物が銭つ工いない状況であっ

たが. 151支でわずかに弥ノt士桜片が成っていることが確認、された。

涼ノ久保八地Ifも;哀域のj)よがりを係認することに弓阪が置かれたc 平成己午没調青dえでは石lr'{?ゑ干

上原、基や上壕，当主?官墓など37基の遺構が確認され. 9号上1寮からは長宣子孫銘i村行花えま立，筒形不明
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青銅探， -n 1-~1'f Ji，ガラス勾玉，力、ラスノ|、 k などが出土し，己 j之墓があノたロT~Ë性が{読めて高いとさ

れる基地である。今i口jの調交[孟はきこから南へ約lOOmの地点が中，し、ーとめる。地五の訴によれば，か

つてこの引からはイilEや歪がJ11土じたとし iうこと'-.'，確かに郊の:)再に儲材や主主治の絞ノト?と忠、われるも

のがi置いてある。しかし 調Aiの対当，H:iHO).1主J主による 2:.)(的破壊が進んでおり，成果{土作られなかっ

た。三完治採集。〉王子棺は尚一;生中期むありヲ前日の墓f止が弥生後期から終末であったことを考えると，南

側から，1こ側にi珂っと墓域が形成された nJ能位がある l 山はずれの谷状に人り込んだ地形に設定した 5

iヌごは，弥生土器のノト片がわずかに流れ込みの状況で出 jしており，この周辺に[よ必生時代の三主要な

包fT層は見らI，Lない J

芦辺町高)乙 [e;iJti，i;<ーではk母子iJ!lIGを|丈、i珂-Jる濠を傍認する行的こして 7木の誠霊長治を潔i士i;Smからl!J

mの水田にほぼ尚北lこ設定 Lた。 灰阿漆lニコいては干成 9年j正の調査で 台地頂上郊の祭儀場とliru認

され亡いる地域を呆凶I:iloJ に走る rn:jÎÍ~ として環泌まで迭することが判月 j したため，若干くび 1L部を

もっ池:ff;¥こもr1同i衰の存在が認められるのではな vミかという郊待感があったが‘結J4確認されなかっ

たc しかし，全体的ぃ ft活E誌の経認や，濯のはじまりの部分 w層。)怜出について成果をあげる」と

ができた。遺物をかむ干1'))時おiはほとんどが弥生斗Ijt~5tU夕、 III 式期と 11境司会代初烈まで継続して 'ì~;

まれていることが維認されたc これまで台地郊で認去された|待刻とほぼ同じであるが，平成日イ[二度お

i正で出土しているUfs-;/.t. u:r郊の資料はどji戸し ζいない、また朝鮮半烏ぷの土台色については二税系瓦質 i

浮がほとんとで，楽;見系の土訴がわずかに見られる この!..~詳の出 tは 71又が最も多い、またこの 7

1メでは消の始まりの部分と活盤をel"jJj:こ再IJった部分、が検出されたが 性格については今後調を[えを説、

中市してf走討することにな品。 61パのは属中古品ら;土イノンン.イヌ?カエル句ヘピ， クロダイ，サメ，

ドlF去ではアワビ?斗キザJ などが出 lしているし奈良同す文化対研究所の怯井章氏の指摘では，以抵の

呈からすると，荒1績が少ない~IT:~じもするとし叶 d また R 'ii~のゴミを捨てたというよりも，公式行事

のR-4のゴミ1̂t、ご.thiというれ洛が強<，つまり厳~!;討にf士い分けがなされたのではないかという考えゐで

ある u

平成11年度の母国交は芦"U問域が不快地区の誠奈を実施した。この.i'llil"!}えは{i地突i市部の百lWJT:j司直iに

あたるお分である。ここでは平奴10年!支特定調交じ区で検出した弥生中期から佼期にかけての 1;;-IU 

{可遂の延長を確認し 点部で弥や'1'持jの多弔tf豆長、の内滋 外法と考えられる濠2条と， 181UMi註1)，
に切り込み，市北;ニ走る J 占:tn時代別郊の消を検出したk これらの遺構はさらにおえと調育区の南丙方

n'，>¥とつなが、ってし hる。

iflLJJ 地区?では昭和初年度のみZ密雄元~， ~ligiを時の iム !-J':iiÍと土ド，Ijl( 5隼緊急誠干EIl1LJ_の弥生qI !tJJ小川合い

干自のill跡調査の必味合いを含めて謝:盆vを設?としたが，追加資料l手作られなかった?広U壷もおそら

く小山桧と考えられるが，小児科の場台はポツンと iiLj~ご検出される位向にあるが，ケl目の出 14ん兄

も群としてねらえられるものではないであろうハ

[f/木fJ;1ズ-::-Li出0;:ti時代。):&常jfi物よりも， 111右足芸時代の文化層が維認されたr この時期の遺物は

柏61也氏でも摂:¥必E以一己主力:えられた。また!11Lのヌ工透服、念上去の弥生時代の!蓄や表土尽などから P これまさ

にかなりの款のi白石器が得られており，この時代の文化庖lこも注誌を払ってし e功、なければと思われる。
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